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都城市成人式2008
75歳からは新しい医療制度に
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今
年
、
都
城
市
で
成
人
を
迎
え

た
の
は
1
、7
7
3
人
（
平
成
19

年
10
月
１
日
現
在
の
住
民
登
録
者

数
）。
今
回
は
、
1
、7
5
9
人
が

成
人
と
し
て
の
門
出
を
祝
う
式
典

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

と
く
に
、
昨
年
ま
で
総
合
文
化

ホ
ー
ル
1
カ
所
で
成
人
式
を
行
っ

て
い
た
都
城
地
域
で
は
、
今
年
か

ら
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
や
家
庭
、

学
校
に
見
守
ら
れ
て
成
長
し
て
き

た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
新
成
人
に

認
識
し
て
も
ら
お
う
と
、
初
め
て

の
試
み
と
し
て
地
区（
中
学
校
区
）

別
で
の
分
散
開
催
を
実
施
。
同
時

に
、
式
典
を
き
っ
か
け
に
し
て
地

域
づ
く
り
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
も
ら
お
う
と
、
新
成
人
を
中
心

と
し
た
実
行
委
員
会
を
発
足
さ

せ
、
地
域
の
人
や
学
校
の
先
生
な

ど
に
も
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加

し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
成
人
式
の

企
画
運
営
を
行
い
、
各
地
区
独
自

の
式
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

都
城
市
成
人
式
２
０
０
８

人
生
の
節
目
で
あ
る
成
人
式
。

２
０
０
８
年
の
都
城
市
成
人
式
は
、
市
内
15
会
場
で
、
１
月
５
日
（
西
岳
・

夏
尾
地
区
は
１
月
３
日
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、〝
地
域
ぐ
る
み
〞
で
行
わ
れ
た
成
人
式
の
様
子
と
、
大
人
の
仲
間
入

り
を
し
た
若
者
た
ち
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

各
地
区
の
成
人
式
実
行
委
員
長
や
新
成
人
代
表
意
見
発
表
者
に
、二
十
歳

に
な
っ
て
思
う
こ
と
、
成
人
式
を
終
え
て
の
感
想
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

二
十
歳
を
迎
え
て

二
十
歳
を
迎
え
て

新成人から感謝を込めて、恩師や家族、地域の人などにバラの花が贈られました（西岳・夏尾地区）

地
域
に
密
着
し
た

地
域
に
密
着
し
た

  

新
し
い
成
人
式
を
開
催

新
し
い
成
人
式
を
開
催

　成人式の運営にかかわ
れたことは、社会に出て
いく上でとても有意義な
経験になった。進学し、
将来は建築関係の仕事に
就きたいと思っているが、
根気を持って仕事ができ
る社会人になりたい。

　成人を迎え、責任が大
きくなったというのが今
の心境。これからは「時
をまもり、場を清め、礼
を正す」という目標を立
て、社会人としての自覚
を持ち、目標が目標で終
わらないように努力して
いきたいと思う。

　成人式にみんなが参加
し、楽しい思い出になるよ
う、半年以上かけてつくり
あげてきた。今回初めてと
いうことでいろいろ苦労し
たが、これを契機に自分た
ちで成人式を企画運営して
いくんだという思いを伝え
ていきたい。

◉
姫
城
地
区　

西　

祥
太
郎
さ
ん
（
下
長
飯
町
）学
生

◉
小
松
原
地
区　

新し
ん

宮み
や 

政
人
さ
ん
（
大
王
町
）学
生

◉
妻
ケ
丘
地
区　

永
峯 

宏
樹
さ
ん
（
一
万
城
町
）学
生

M
iyakonojo City Com

ing-of-age Cerem
ony 2008

新
し
い
形
で
ス
タ
ー
ト
！
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各
会
場
の
式
典
で
は
、
市
長
や

各
自
治
区
長
ら
が
成
人
証
書
を
授

与
し
、「
成
人
を
迎
え
、
こ
れ
か

ら
は
大
人
と
し
て
の
責
任
と
自
覚

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
自
分
の
身
に

降
り
か
か
る
こ
と
は
誰
の
せ
い
で

も
な
く
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
乗

り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
が
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
い
れ
ば
、
必
ず
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人
が
現
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

家
族
や
学
校
、
職
場
、
友
人
、
そ

し
て
地
域
の
方
々
に
対
す
る
感
謝

の
気
持
ち
を
今
後
も
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
何
事
に
対
し
て
も
誠
心
誠

意
取
り
組
み
、
洋
々
た
る
未
来
を

切
り
開
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
地
区
で
成
人
代
表
が

意
見
発
表
を
行
い
、「
こ
れ
ま
で

支
え
て
く
れ
た
家
族
や
地
域
に
恩

返
し
し
て
い
き
た
い
」「
社
会
に

貢
献
で
き
る
大
人
に
な
り
た
い
」

「
政
治
に
関
心
を
持
ち
、
有
権
者

と
し
て
選
挙
に
も
積
極
的
に
参
加

し
た
い
」
な
ど
と
誓
い
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

①　長峯市長から新成人代表への成人
証書授与

②　成人を祝い駆け付けた恩師からも
温かいメッセージが…

③　新成人代表者による意見発表
④⑤式典の受付や司会も新成人が担当

［祝吉地区］ ①［山之口地区］ ③［横市地区］ ⑤

［姫城地区］ ②［姫城地区］ ④

成
人
の
誓
い
、
新
た
に

成
人
の
誓
い
、
新
た
に

　沖水中学校での第１回成
人式は大成功だった。「地
区別成人式」と聞くと、少
し盛り上がりに欠けるよう
なイメージがあったが、私
自身はこの形の方がいろい
ろな意味で良かったのでは
ないかと思った。

　みんなで知恵を出し合
い、いい成人式を開催でき
た。社会の一員として自覚
を持ち、社会貢献できるよ
ういろいろなことにチャレ
ンジしていきたい。若者を
中心に活性化を進め、都城
が元気なまちになっていく
ことを願っている。

　社会人として責任ある行
動を取っていかなければな
らない。お世話になった人
や家族に社会人として恩返
しができるよう、健康に気
を付けて頑張りたい。少人
数で行える今回のような成
人式の形はとても良いと思
う。

　仲間を集めたり、アトラ
クションの準備をしたりと
成人式本番まで苦労もあっ
たが、いい経験になった。
何よりお世話になった地域
の人たちや家族に祝っても
らえてうれしい。今年は看
護師になる夢に向かって頑
張りたい。

◉
祝
吉
地
区　

久
保
田 

康
平
さ
ん
（
栄
町
）会
社
員

◉
五
十
市
地
区　

松
元 

健
太
郎
さ
ん
（
久
保
原
町
）学
生

◉
横
市
地
区　

森
山 

優ゆ
う

さ
ん
（
蓑
原
町
）学
生

◉
沖
水
地
区　

福
岡 

里
奈
さ
ん
（
都
北
町
）学
生
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式
典
に
続
き
、
各
会
場
で
は
新

成
人
手
づ
く
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
校
区
ご
と
の
開
催
と
な
っ

た
都
城
地
域
で
は
、
多
く
の
会
場

で
中
学
時
代
の
思
い
出
の
写
真
や

映
像
を
ま
と
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映

さ
れ
た
ほ
か
、
妻
ケ
丘
会
場
で
は

同
中
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る
東
国

原
知
事
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、
成
人

を
祝
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ
オ
も
上

映
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
①
）。

　

ま
た
、
中
学
校
の
後
輩
に
よ
る

吹
奏
楽
の
演
奏
（
写
真
②
）
や
地

元
の
高
校
生
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
た
会
場

や
、
新
成
人
自
ら
が
ピ
ア
ノ
や
ギ

タ
ー
の
弾
き
語
り
を
し
た
り
（
写

真
③
）、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
に
出
演
し
て
も
ら
っ
た
り
し

て
舞
台
を
盛
り
上
げ
た
会
場
（
写

真
④
）、
高
齢
者
教
室
の
舞
踊
披

露
（
写
真
⑤
）
や
民
俗
芸
能
団
体

の
太
鼓
演
奏
が
行
わ
れ
た
会
場
な

ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
新
成
人
が
積
極
的
に

企
画
運
営
に
か
か
わ
り
、
そ
れ
に

地
域
や
学
校
も
協
力
し
て
成
人
式

を
開
催
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
ご
と
に
趣
向
を
凝
ら
し
た

内
容
で
、
新
成
人
の
門
出
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

新
成
人
手
づ
く
り
の

新
成
人
手
づ
く
り
の

  

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
実
施

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
実
施

［山田地区］ ②［山之口地区］ ④

［西岳・夏尾地区］ ⑤ ［五十市地区］ ③ ［妻ケ丘地区］ ①

　あまり実感がないが、周
りから「おめでとう」と言
われるたびに、成人したん
だな、と少し照れくさい感
じになる。今後は、社会に
対して恥ずかしくない大人
になれるよう、自分の言動
に責任を持つよう心掛けて
いきたい。

　まだ子どもでいたい気も
するが、成人したからには
自分の言動や行動に責任を
持ち、明るい世の中になる
よう努力していきたい。選
挙権も与えられた今、より
良い世の中になるよう政治
についても真剣に考えてい
きたい。

　成人を迎えて、これから
はいろいろなことに興味を
持ちながら、視野を広げて
いきたいと思う。また、新
たな人間関係を築き、そこ
で得られた考え方や気付き
を吸収できるような人間に
なりたいと思う。

　成人し、大人として恥ず
かしくない行動をしていき
たい。働き始めて2年経ち、
今後は人に頼られるように
仕事をしていきたい。今回
は準備が大変だったが、地
域の人たちの協力をもらっ
て、いい成人式にできたと
思う。

◉
志
和
池
地
区　

新し
ん

原ば
る 

さ
な
え
さ
ん
（
丸
谷
町
）学
生

◉
庄
内
地
区　

田
中　

希の
ぞ
み

さ
ん
（
乙
房
町
）学
生

◉
西
岳
・
夏
尾
地
区　

齋
藤 

一
真
さ
ん
（
高
野
町
）会
社
員

◉
中
郷
地
区　

蔀し
と
み　

友
彰
さ
ん
（
安
久
町
）学
生
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［高城地区］［庄内地区］ ［沖水地区］

［姫城地区］［志和池地区］ ［小松原地区］

［中郷地区］［高崎地区］

　二十歳になり、法律的に
も大きく変わるので、これ
からは子どもではなく大人
として責任を持って行動し
ていきたい。南九州大学が
移転してくるので、都城に
は元気のある若者が多いま
ち、活気のあるまちになっ
てほしい。

　政治参加できる二十歳に
なった今、気付いた時に行
動を起こすのではなく、つ
ねに何事にも関心を持ち、
自分をしっかりと見極め、
自分にできることを精一杯
成し遂げられる大人になり
たいと思う。

　成人したという実感がな
いが、大人になることを自
覚しなくてはいけないと思
う。自分の将来を他人まか
せにしてはいけないと思う
し、何事にも一生懸命取り
組んでいきたい。将来は文
筆業などの仕事に就きたい
と思う。

　成人して、正直うれしい。
今まで育ててくれた両親と
つらいときに支えてくれた
親友にお礼を言いたい。就
職で県外に出て、住み慣れ
た山田町を離れることに
なるので、今まで以上に自
覚をもって頑張っていきた
い。

◉
山
之
口
地
区　

川か
わ

内う
ち 

夏
紀
さ
ん
（
山
之
口
町
）学
生

◉
高
城
地
区　

有
村 

和か
ず

磨ま

さ
ん
（
高
城
町
）学
生

◉
山
田
地
区　

福
岡　

誠
さ
ん
（
山
田
町
）学
生

◉
高
崎
地
区　

小
園 

智
之
さ
ん
（
高
崎
町
）学
生

成 人
の

風 景

式
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□
新
し
い
制
度
の
目
的
は
？

　

現
在
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

高
齢
者
の
医
療
費
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
安
定
し
た
医
療
保
険
制
度
を

維
持
す
る
た
め
に
、
各
世
代
を
通
じ
て
公

平
で
、
社
会
全
体
で
支
え
合
う
分
か
り
や

す
い
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
制
度
の
運
営
は
、
県
内
の
全
市
町

村
で
組
織
し
た
宮
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
が
行
い
ま
す
が
、
申
請
な
ど
の

受
付
窓
口
は
、
こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制

度
と
同
様
に
、
市
町
村
に
な
り
ま
す
。

□
対
象
と
な
る
人
は
？

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
健
康
保
険
や
被
用

者
保
険
（
政
府
管
掌
健
康
保
険
や
共
済
保

険
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
社
会
保
険
」）
に

加
入
し
な
が
ら
老
人
保
健
制
度
を
利
用
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

今
ま
で
の
保
険
に
代
わ
り
、
満
75
歳
以
上

の
人
は
す
べ
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
、

一
定
以
上
の
障
が
い
の
あ
る
老
人
医
療

受
給
者
も
原
則
と
し
て
自
動
的
に
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
も
ら
い
ま
す

が
、
加
入
し
な
い
こ
と
を
選
ぶ
こ
と
も
で

き
ま
す
。
事
前
に
本
人
あ
て
に
案
内
文
書

が
届
き
ま
す
の
で
、
加
入
を
希
望
し
な
い

と
き
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

□
被
保
険
者
証
は
１
人
１
枚

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
す
る
被
保
険

者
証
は
、
1
人
1
枚
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
老
人
医
療
受
給
者
証
と

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証

の
2
枚
が
必
要
で
し
た
が
、
1
枚
で
済
む

よ
う
に
な
り
ま
す
。　

　

平
成
20
年
3
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に
な

る
人
に
は
平
成
20
年
３
月
中
に
、
4
月
1

日
以
降
に
75
歳
に
な
る
人
に
は
、
誕
生
日

ま
で
に
郵
送
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。

□
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
は
？

　

医
療
機
関
窓
口
で
の
負
担
割
合
は
、
現

在
と
同
じ
１
割
（
現
役
並
み
所
得
の
人
は

3
割
）
で
変
わ
り
ま
せ
ん
。

□
給
付
サ
ー
ビ
ス
は
？

 

新
制
度
の
給
付
内
容
は
、
現
行
の
老
人

保
健
制
度
と
同
じ
で
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
「
高
額
医
療
・
高
額
介

護
合
算
制
度
」
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
1
年
間
に
医
療
保
険
と
介
護
保
険
を

利
用
し
、
窓
口
で
支
払
っ
た
額
の
合
計
が

著
し
く
高
額
に
な
る
場
合
に
、
負
担
を
軽

減
す
る
も
の
で
す
。

▼
健
康
診
査

　

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
早
期

発
見
・
早
期
治
療
す
る
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
市
が
実
施
し
て
い
た
基
本
健
康
診

査
と
同
じ
よ
う
に
受
診
が
で
き
ま
す
。

　

検
査
項
目
は
、
平
成
20
年
4
月
か
ら

市
町
村
国
保
が
実
施
す
る
特
定
健
康
診

査
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
す
。

▼
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
の
施
術
料
助
成

　

広
域
連
合
が
認
め
た
施
術
所
で
受
け

た
施
術
の
施
術
料
を
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
金
額
は
、
1
回
に
つ
き
1
、0

0
0
円
。
助
成
回
数
は
年
間
24
回
で
、

1
日
1
回
、
月
8
回
が
限
度
と
な
り
ま

す
。

平
成
20
年
４
月
か
ら「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」が
始
ま
り
ま
す

75
歳
か
ら
は
新
し
い
医
療
制
度
に

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
満
75
歳
以
上
の
人
全
員
を
対
象
に
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

始
ま
り
ま
す
。

老
人
保
健
制
度
を
見
直
し
て
財
政
的
な
安
定
化
を
進
め
、
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

制
度
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
新
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
回
は
、
新
し
い
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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▼
葬
祭
費

　

被
保
険
者
で
あ
っ
た
人
の
葬
祭
を
行

う
人
に
2
万
円
支
給
し
ま
す
。

▼
保
養
所
利
用
料
金

　

今
ま
で
、
国
民
健
康
保
険
で
行
わ
れ

て
い
た
保
養
所
利
用
料
金
の
助
成
は
あ

り
ま
せ
ん
。

□
保
険
料
は
？

　

保
険
料
率
は
県
単
位
で
広
域
連
合
が
２

年
ご
と
に
定
め
ま
す
。

　

加
入
者
全
員
で
負
担
す
る
均
等
割
（
年

額
4
万
2
、8
0
0
円
）
と
所
得
に
応
じ

て
負
担
す
る
所
得
割
（
所
得
割
率
7
・

95
％
）
か
ら
計
算
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
下
記
の
計
算
例
を
参
照
く
だ

さ
い
。

❖
被
用
者
保
険
被
扶
養
者
の
特
例

　

資
格
取
得
前
日
に
、
被
用
者
保
険
な
ど

の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
は
、
そ
れ
ま
で

保
険
料
負
担
が
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る

激
変
緩
和
措
置
と
し
て
、
資
格
取
得
の
月

か
ら
2
年
間
は
保
険
料
の
軽
減
措
置
（
均

等
割
額
の
5
割
軽
減
）
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
20
年
度
に
限
り
、
4
月

か
ら
9
月
末
ま
で
の
保
険
料
は
無
料
、
平

成
20
年
10
月
か
ら
翌
年
３
月
末
ま
で
の
保

険
料
が
均
等
割
の
9
割
軽
減
（
保
険
料
年

額
2
、1
0
0
円
）
と
な
る
特
別
措
置
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

□
納
め
方
は
？

　

原
則
と
し
て
年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特

別
徴
収
）
と
な
り
ま
す
。

　

年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人
や
介

護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
額
が
年
金
額
の
2

分
の
1
を
超
え
る
人
は
、
納
付
書
や
口
座

振
替（
普
通
徴
収
）に
よ
る
納
入
に
な
り
ま

す
。

□
こ
の
よ
う
な
時
は
手
続
き
を

　

制
度
開
始
後
に
次
の
よ
う
な
状
況
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
市
役
所
保
険
年
金
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
の
窓
口

で
届
け
出
や
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
減
額
認
定
証
な
ど
を
持
っ
て
い
る
人
が

75
歳
に
な
っ
た
と
き

○
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
、
一
定
以
上
の

障
が
い
が
あ
る
人
が
加
入
を
希
望
す
る

と
き

○
住
所
を
変
更
し
た
と
き

○
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

○
対
象
者
が
死
亡
し
た
と
き

○
被
保
険
者
証
を
な
く
し
た
と
き

●
お
問
い
合
わ
せ

　

都
城
市
保
険
年
金
課

　
　
　

国
保
担
当　

☎
23-

2
6
４
2

　
　
　

給
付
担
当　

☎
23-

2
6
3
4

　

宮
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　

☎
0
9
8
5-

62-

0
9
2
1

あなたの保険料は？あなたの保険料は？
保険料＝均等割額＋所得割額

4万2,800円＋所得割×7.95％

※一定以下の所得の人は、所得に応じて均等割額
が 7 割・5割・2割軽減されます

標準的な例について計算してみると下表のようになります。
※保険料は 100 円未満切り捨て

世帯・収入の例 保険料額
（年額）

保険料額内訳
軽減判定 所得割額 均等割額

単身世帯で収入が老齢基礎年金（79 万円）
のみの人 1 万 2,800 円 7 割軽減 0円 1万 2,800 円

単身世帯で厚生年金の平均的な年金受給者
（年額 208 万円） 8万 6,500 円 対象外 4万 3,725 円 4 万 2,800 円

自営業の子ども（世帯主）と同居する人
（子：年収 390 万円、本人：老齢基礎年金
  79 万円）
※ 世帯主の所得に応じて変わります

1万 2,800 円
〜

4万 2,800 円

子の所得に応じ
て変わります　 0円

1万 2,800 円
〜

4万 2,800 円

夫婦 2人世帯で夫が厚生年金の平均的な受
給者
（夫　厚生年金 208 万円、妻　老齢基礎年
  金 79 万円）

夫   7 万 7,900 円
妻   3 万 4,200 円

2 人とも
2割軽減

夫   4 万 3,725 円
妻　　　　0円

夫妻とも
3万 4,200 円



 

特
定
健
診
っ
て
何

　

が
ん
や
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
な

ど
の
「
生
活
習
慣
病
」。
こ
れ
は
、
不
適

切
な
食
事
や
運
動
不
足
な
ど
健
康
に
良
く

な
い
生
活
習
慣
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
病
気
は
私
た
ち
の
健
康
を
損
な

う
だ
け
で
な
く
、
医
療
費
の
増
加
に
も
大

き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
生
活
習
慣
病
は
初
期
の
段
階
か
ら

健
診
結
果
に
表
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
内

臓
脂
肪
型
肥
満
（
内
臓
肥
満
）
に
起
因
す

る
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）」
と
深
く
関
係
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
4
月
か
ら
新
た
に
始
ま
る
健

診
制
度
で
あ
る
「
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
」
で
は
、
メ
タ
ボ
や
そ
の
予
備
群
の

人
を
見
つ
け
出
し
、
メ
タ
ボ
の
改
善
や
予

防
に
向
け
た
保
健
指
導
に
重
点
を
置
き
、

よ
り
効
果
的
に
生
活
習
慣
病
対
策
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
健
診
と
併
せ
て
、
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
「
生
活
機
能
評
価
」
も
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
介
護
予
防
が
必
要

な
人
を
早
期
に
把
握
し
、
自
立
し
た
生
活

を
送
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

 

対
象
者
の
年
齢
は

　

新
た
に
始
ま
る
健
診
制
度
は
、
妊
産
婦

な
ど
を
除
く
40
歳
〜
74
歳
の
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険（
国
保
）や
健

康
保
険
組
合（
社
保
）、
共
済
組
合
な
ど
の

医
療
保
険
者
が
、
加
入
者
を
対
象
に
特
定

健
診
や
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

　

新
制
度
で
は
、
医
療
保
険
者
に
健
診
や

保
健
指
導
の
実
施
と
健
診
の
デ
ー
タ
管
理

を
義
務
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
の
把
握
を
は
じ

め
、
健
診
保
健
指
導
の
デ
ー
タ
分
析
が
し

や
す
く
な
り
、
効
果
的
な
事
業
を
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

 

検
査
の
内
容
は

　

健
診
内
容
は
こ
れ
ま
で
の
基
本
健
康

診
査
と
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
回
の
特
定
健
診
で
は
、「
腹
囲
」
の

測
定
な
ど
、
メ
タ
ボ
の
危
険
因
子
を
調
べ

る
検
査
項
目
が
新
た
に
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
血
圧
、
血
糖
、
脂
質

や
尿
検
査
、
肝
機
能
検
査
、
さ
ら
に
喫
煙

歴
な
ど
生
活
習
慣
に
つ
い
て
の
問
診
が
行

わ
れ
、
そ
の
結
果
か
ら
メ
タ
ボ
の
危
険
性

の
レ
ベ
ル
を
判
定
し
ま
す
。

平
成
20
年
４
月
か
ら

健
診
健
診
のの
仕
組
仕
組
み
が
み
が
変変
わ
り
ま
す
！

わ
り
ま
す
！

こ
れ
ま
で
の
基
本
健
康
診
査
に
代
わ
り
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
始
ま
る
「
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健

診
）・
特
定
保
健
指
導
」
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
メ
タ
ボ
）
に
着
目
し
た
健
診
制
度
で
、

メ
タ
ボ
や
そ
の
予
備
群
の
人
を
見
つ
け
出
し
、
そ
の
改
善
と
予
防
に
向
け
た
保
健
指
導
を
行
い
、
効

果
的
な
生
活
習
慣
病
対
策
を
行
い
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課　

☎
23-

２
６
３
４あなたの腹囲は何㌢？

　腹囲から、内臓肥満かどうか
を調べることができます。男性
85㌢、女性90㌢以上であれば、
内臓肥満の恐れが高い
と言われています。

※計測の方法
立った状態で
息を吐き出し
たときの腹囲
（へその高さ）
を計測

新
し
い
健
診
の
流
れ

　

新
し
く
始
ま
る
健
診
で
は
、
内
臓

脂
肪
の
蓄
積
状
態
を
み
る
た
め
、
新

た
に
腹
囲
の
計
測
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る

な
ど
、
保
健
指
導
を
必
要
と
す
る
人

を
的
確
に
選
び
出
す
た
め
の
健
診
項

目
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

自
分
の
体
の
状
態
を
認
識
す
る
と

と
も
に
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ

か
け
と
す
る
た
め
、
個
々
の
健
診
結

果
や
健
診
時
に
行
わ
れ
た
問
診
票
か

ら
、
健
診
受
診
者
全
員
に
対
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ
た
情
報
提
供
が

行
わ
れ
ま
す
。

健
康
な
人
も
含
め
す
べ
て
の
受
診
者

に
情
報
提
供
し
ま
す

メ
タ
ボ
を
見
つ
け
る
た
め
、

「
腹
囲
」の
計
測
が
導
入
さ
れ
ま
す

2008.2　8
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被
扶
養
者
の
健
診
は

　

こ
れ
ま
で
受
診
機
会
の
少
な
か
っ
た
被

扶
養
者
に
も
健
診
を
受
け
て
も
ら
う
よ

う
、
国
保
な
ど
の
医
療
保
険
者
が
責
任
を

持
っ
て
健
診
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
家
族
を
含
む
す
べ

て
の
人
が
同
じ
健
診
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

自
分
自
身
の
健
康
を
守
り
、
医
療
費
の

増
加
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
年
に
1
回
は
健

診
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

特
定
健
診
以
外
の
検
診

　

が
ん
検
診
や
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
な
ど

特
定
健
診
以
外
の
検
診
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
市
が
実
施
す
る
検
診
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 

保
健
指
導
っ
て
何

　

健
診
結
果
か
ら
、
メ
タ
ボ
ま
た
は
そ
の

予
備
群
と
判
定
さ
れ
た
人
は
、
そ
の
ま
ま

放
っ
て
お
く
と
生
活
習
慣
病
が
進
行
し
て

い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
受

診
者
を
メ
タ
ボ
の
進
展
度
に
応
じ
て
、「
積

極
的
支
援
」「
動
機
づ
け
支
援
」「
情
報
提

供
」
の
3
つ
の
ラ
ン
ク
に
分
け
、
保
健
指

導
を
行
い
ま
す
。

　

保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
人
は
、
食

生
活
や
運
動
な
ど
現
在
の
生
活
習
慣
を
ど

の
よ
う
に
変
え
た
ら
肥
満
を
解
消
で
き
る

か
、
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、
医
師
な
ど

の
保
健
指
導
実
施
者
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
も
ら
い
、
対
象
者
と
保
健
指
導
実
施
者

が
一
緒
に
な
っ
て
無
理
な
く
で
き
る
「
健

康
づ
く
り
」の
方
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

 

健
診
の
受
け
方
は

　

年
に
1
回
、
医
療
保
険
者
が
指
定
す
る

医
療
機
関
で
の
個
別
健
診
や
集
団
健
診
な

ど
で
受
診
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後

は
、
医
療
保
険
者
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
健

診
案
内
の
通
知
や
広
報
な
ど
に
従
っ
て
健

診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

メタボリックシンドローム
　メタボリックシンドロームと
は、内臓のまわりに脂肪がたまる
内臓脂肪型肥満（内臓肥満）に加
え、高血糖、高血圧、脂質異常と
いう危険因子を２つ以上持ってい
る状態をいいます。このような状
態になると動脈硬化が急速に進
み、心臓病や脳卒中などの循環器
病や糖尿病の合併症などの発病に
つながりやすくなります。

メタボリックシンドロームの
診 断 基 準

上記に加え、以下のうち
2項目以上が該当
（１項目が該当の場合は予備群）

□高血糖
　空腹時血糖　110㎎／ dl 以上
□脂質異常
　中性脂肪　　150㎎／ dl 以上
　かつ／または
　HDLコレステロール 40㎎／ dl 未満
□高血圧
　収縮期血圧　130mmHg 以上
　かつ／または
　拡張期血圧　85mmHg以上

□内臓脂肪型肥満
　腹囲　男性 85㎝以上
　　　　女性 90㎝以上

男女とも内臓脂肪面積
100c㎡以上に相当

メタボリックシンドローム

積極的支援
（メタボに該当する人）

内臓脂肪減量のための行動目標を立て、専門家
が３カ月以上の継続的な支援を行います

動機づけ支援
（メタボ予備群の人）

生活習慣の改善点などの目標を設定し行動に移
すための支援を行います

情報提供
（健診受診者全員）

メタボの基本的な知識、問題となる生活習慣な
どについて、食生活や運動習慣などの面からの
情報を提供します

保
健
指
導
を
必
要
を
と
す
る
人

を
選
び
出
し
ま
す

　

保
健
指
導
の
対
象
者
を
選
定
す
る

た
め
、
腹
囲
と
Ｂ
Ｍ
Ｉ
※
で
内
臓
脂

肪
の
蓄
積
の
程
度
を
確
認
し
、
健
診

の
結
果
と
問
診
票
か
ら
当
て
は
ま
る

項
目
を
カ
ウ
ン
ト
し
、
当
て
は
ま
る

項
目
の
数
に
よ
っ
て
保
健
指
導
の
レ

ベ
ル
を
決
定
し
ま
す
。

　

受
診
者
に
は
メ
タ
ボ
の
進
展
度
に

応
じ
、「
積
極
的
支
援
」「
動
機
づ
け
支

援
」「
情
報
提
供
」の
3
つ
の
ラ
ン
ク
に

分
け
て
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。
保

健
指
導
の
目
的
は
、
自
分
の
健
康
を

自
分
で
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
な
の
で
、
健
診
を
受
け
た
人
が
自

分
の
生
活
習
慣
を
変
え
ら
れ
る
よ
う
、

具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

３
つ
の
ラ
ン
ク
に
分
け
て
、

保
健
指
導
を
行
い
ま
す

判定基準により、リスクに
合わせた保健指導

※BMI とは
肥満を表す指標。
体重（㎏）÷身長（m）÷身長（m）
で求めた数値が25以上の人は、
内臓脂肪の蓄えすぎです
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釜
山
ア
イ
パ
ー
ク

 

1
9
8
3
年
に
始
ま
っ
た
韓
国
プ
ロ

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
Ｋ
リ
ー
グ
）
に
そ
の
年

か
ら
加
盟
し
た
大
宇
ロ
イ
ヤ
ル
ズ
が
前
身
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
リ
ー
グ
優
勝
4
回
、
ア

ジ
ア
ク
ラ
ブ
選
手
権
（
現
ア
ジ
ア
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ
）
優
勝
1
回
な
ど
の
タ

イ
ト
ル
を
獲
得
し
て
お
り
、
現
在
3
人
の

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
候
補
選
手
が
在

籍
。
監
督
の
黄
善
洪
（
フ
ァ
ン
・
ソ
ン
ホ

ン
）
は
1
9
9
8
年
か
ら
2
0
0
2
年
ま

で
Ｊ
リ
ー
グ
で
活
躍
し
、
1
9
9
9
年
に

は
Ｊ
リ
ー
グ
得
点
王
に
も
輝
い
て
い
る
。

キ
ャ
ン
プ
期
間

2
月
1
日
㈮
〜
2
月
9
日
㈯

練
習
会
場

高
城
運
動
公
園
多
目
的
広
場

練
習
試
合

2
月
2
日
㈯　

14
時
30
分
〜　

対
鹿
屋
体
育
大
学

Ｆ
Ｃ
東
京

 

1
9
3
5
年
創
立
の
東
京
ガ
ス
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
前
身
。

 

1
9
9
9
年
に
Ｊ
リ
ー
グ
（
Ｊ
2
）
に

加
盟
し
、
そ
の
年
に
Ｊ
2
で
2
位
と
な
り

2
0
0
0
年
シ
ー
ズ
ン
か
ら
Ｊ
1
に
昇

格
。
2
0
0
4
年
に
は
ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ビ
ス

コ
カ
ッ
プ
で
優
勝
。
2
0
0
7
年
シ
ー
ズ

ン
の
成
績
は
18
チ
ー
ム
中
12
位
。

　

日
本
代
表
の
羽
生
直
剛
選
手
と
今
野
泰

幸
選
手
が
在
籍
。

キ
ャ
ン
プ
期
間

2
月
14
日
㈭
〜
2
月
23
日
㈯

練
習
会
場

高
城
運
動
公
園
多
目
的
広
場

練
習
試
合

2
月
17
日
㈰　

14
時
〜　

対
Ｆ
Ｃ
岐
阜
（
Ｊ
2
）

2
月
20
日
㈬　

12
時
30
分
〜

対
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
（
Ｊ
2
）

2
月
20
日
㈬　

15
時
〜

対
城
南
一
和
（
韓
国
Ｋ
リ
ー
グ
）　　

2
月
23
日
㈯　

10
時
30
分
〜

対
国
民
銀
行
（
韓
国
Ｎ
リ
ー
グ
）

スポーツランドみやざきには、今年も野球やサッカーなどさまざまなチームがキャンプに訪れます。都城にも昨年に引き
続きＪ１のＦＣ東京が訪れるほか、今年はさらに韓国Ｋリーグの釜山アイパーク、プロ野球独立リーグ「ベースボール・チャ
レンジリーグ」に参加する群馬ダイヤモンドペガサス、日本女子ソフトボール 1部リーグのシオノギ製薬など多くのチー
ムが訪れます。レベルの高いプレーを間近で見られるチャンスです。週末は応援に行ってみてはいかが。
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群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス

 

2
0
0
8
年
に
新
設
さ
れ
た
群
馬
県
を

本
拠
地
と
す
る
野
球
チ
ー
ム
。
2
0
0
8

年
春
か
ら
プ
ロ
野
球
独
立
リ
ー
グ
「
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
」
に
参

加
。
監
督
に
は
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
な

ど
で
活
躍
し
た
秦は

た

真
司
さ
ん
が
就
任
し

た
。

キ
ャ
ン
プ
期
間

2
月
11
日
㈪
〜
3
月
8
日
㈯

練
習
会
場

都
城
運
動
公
園
野
球
場

2
月
11
日
㈪
〜
19
日
㈫

高
城
運
動
公
園
野
球
場

2
月
20
日
㈬
〜
3
月
8
日
㈯

シ
オ
ノ
ギ
製
薬
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

 

1
9
4
9
年
創
部
。
全
国
大
会
へ
の
初

出
場
は
1
9
5
8
年
。
日
本
リ
ー
グ
は

1
9
6
8
年
の
発
足
時
か
ら
加
盟
。

1
9
7
5
年
に
リ
ー
グ
総
合
優
勝
、

1
9
9
7
年
に
は
セ
ク
シ
ョ
ン
優
勝
を
果

た
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
期
間

2
月
21
日
㈭
〜
2
月
27
日
㈬

練
習
会
場

三
股
町
旭
ケ
丘
運
動
公
園
野
球
場

≪各会場へのアクセス≫

２
０
０
８  

プ
ロ
野
球
オ
ー
プ
ン
戦

　

広
島
東
洋
カ
ー
プ

　
　

 　

VS

　

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス

●
日
時　

2
月
23
日
㈯ 

11
時
30
分
開
場　

 

13
時
試
合
開
始　

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
野
球
場

●
入
場
料

 

大
人（
高
校
生
以
上
）内
野
3
、0
0
0
円

 

外
野
１
、0
0
0
円

 

子
ど
も（
小
中
学
生
）内
野
１
、8
0
0
円

 

外
野
5
0
0
円　

※
小
学
生
未
満
は
、
大
人
券
1
枚
に
つ
き
1

人
は
無
料
、
2
人
目
か
ら
子
ど
も
料
金

●
入
場
券
販
売　

㈱
イ
ワ
ミ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
、

㈲
堀
之
内
ス
ポ
ー
ツ
都
城
店
、
㈲
佐
々
木

ス
ポ
ー
ツ
、
㈲
野
口
ス
ポ
ー
ツ
、
ロ
ー
ソ

ン
各
店（
Ｌ
コ
ー
ド
8
4
5
4
3
）、 

㈳
都

城
観
光
協
会
事
務
局

●
問
い
合
わ
せ 

㈳
都
城
観
光
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

  

☎
23-

2
4
6
0

　
　
　
　
　
　

  

Fax　
23-

2
4
5
0

Softball

Baseball

そのほかのキャンプ情報
期　間 団体名 競　技 使用施設

2月12日～2月18日 別府大学 硬式野球 高崎総合公園野球場

2月17日～2月24日 伊予銀行 ソフトボール 三股町旭ケ丘運動公園

2月25日～3月１日 龍谷大学 準硬式野球 都城運動公園野球場

2月25日～2月29日 大阪学院大学 軟式野球 高崎総合公園野球場

3月１日～3月６日 関東学院大学 準硬式野球 高崎総合公園野球場

3月３日～3月８日 神奈川大学 準硬式野球 都城運動公園野球場

3月11日～3月18日 大阪体育大学 軟式野球 高崎総合公園野球場

3月10日～3月19日 三重中京大学 サッカー 高城運動公園多目的広場
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まちの話題 まちの話題 

１
年
間
の
健
康
を
願
い
な
が
ら
走
る

 
新
春
初
詣
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

寺
社
に
お
参
り
し
な
が
ら
走
る
新
春

初
詣
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
1
月
2
日
、

山
之
口
町
で
開
か
れ
ま
し
た
。
28
回
目

の
今
年
は
安
楽
寺
か
ら
熊
野
神
社
ま
で

の
5
・
5
㌔
の
コ
ー
ス
に
市
内
外
か
ら

2
5
0
人
が
参
加
。
参
加
者
は
コ
ー
ス
途

中
の
的
野
正
八
幡
宮
で
ぜ
ん
ざ
い
の
振
る

舞
い
や
神
主
に
よ
る
お
は
ら
い
を
受
け
た

後
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
し
た
。
主
催
者
の
中
西
広
さ
ん
は

「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
体
力
づ
く
り
の
た

め
に
始
ま
っ
た
大
会
。
楽
し
く
走
っ
て
も

ら
い
、
息
の
長
い
大
会
に
な
れ
ば
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

都
城
の
台
所
始
動

 

平
成
20
年
取
引
業
務
始
め
式
（
初
競
り
）

　

都
城
市
民
の
台
所
、
都
城
市
公
設
地
方

卸
売
市
場
で
1
月
5
日
、
取
引
業
務
始
め

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
場
取
引
の
活
性

化
と
1
年
間
の
無
事
故
を
祈
念
す
る
三
本

締
め
の
後
、
長
峯
市
長
の
「
さ
あ
、
い
く

ら
」
の
掛
け
声
で
競
り
が
ス
タ
ー
ト
。
原

油
価
格
の
高
騰
や
長
引
く
景
気
低
迷
、
食

品
偽
装
な
ど
昨
年
流
通
業
界
に
吹
い
た
逆

風
を
は
ね
返
す
よ
う
に
、
競
り
人
の
威
勢

の
い
い
掛
け
声
が
場
内
に
響
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
１
年
の
景
気
を
占
う
初
競

り
で
は
、
4
・
3
㌔
の
鯛
に
2
万
円
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
1
箱
に
1
万
円
、
ユ
リ
10
本
に

1
万
円
の
ご
祝
儀
価
格
が
付
き
ま
し
た
。

一
筆
に
思
い
を
込
め
て

 

高
崎
町
書
き
初
め
大
会

　

1
月
6
日
、
高
崎
町
書
き
初
め
大
会
が

高
崎
総
合
支
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
書
道
の
技
能
向
上
と
心
豊
か
な

成
長
を
願
っ
て
都
城
市
文
化
協
会
高
崎
支

部（
有
馬
孝
子
会
長
、
32
団
体
）
が
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
8
回
目
と
な
る
今
年

は
小
学
生
45
人
が
参
加
。
子
ど
も
た
ち
は

真
剣
な
表
情
で
、
学
年
ご
と
に
与
え
ら
れ

た
課
題
を
一
文
字
一
文
字
丁
寧
に
書
き
上

げ
て
い
き
ま
し
た
。
的
野
胡く

る
み桃

さ
ん（
高

崎
小
4
年
）
は
「
緊
張
し
て
う
ま
く
書
け

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
初
段
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
今
年
の

目
標
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

一
年
の
無
病
息
災
を
祈
願

 

オ
ネ
ッ
コ
カ
ッ
コ（
鬼
火
焚だ

き
）

　

高
城
町
桜
木
地
区
で
1
月
6
日
、
50
年

ぶ
り
に
オ
ネ
ッ
コ
カ
ッ
コ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
地
域
お
こ
し
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
地

元
の
青
壮
年
部
が
中
心
と
な
り
復
活
。
正

月
飾
り
を
敷
き
込
ん
だ
や
ぐ
ら
に
、
数
え

年
で
7
歳
に
な
る
子
ど
も
た
ち
が
火
を
放

つ
と
、
瞬
く
間
に
大
き
な
火
柱
と
な
り
、

竹
の
は
じ
け
る
音
が
爆
竹
の
よ
う
に
響
く

中
、訪
れ
た
人
た
ち
は
炎
に
当
た
っ
た
り
、

残
り
火
で
焼
い
た
も
ち
を
ほ
お
ば
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
会
育
成
会
長
の

島
本
道
子
さ
ん
は
「
一
年
を
元
気
に
過
ご

せ
た
ら
い
い
で
す
ね
」
と
夜
空
を
焦
が
す

炎
に
無
病
息
災
を
祈
願
し
て
い
ま
し
た
。
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都城市ホームページの「まちの話題Web版」もご覧ください 

City  Topics 

地
域
防
災
へ
の
決
意
新
た
に

 

消
防
団
出
初
め
式

　

昼
夜
を
問
わ
ず
市
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
地
域
で
活
動
し
て
い
る
消
防
団

の
出
初
め
式
が
1
月
13
日
、
沖
水
川
市
民

緑
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
各
分
団

の
団
長
を
先
頭
に
消
防
団
員
1
、2
8
4

人
が
勇
壮
な
分
列
行
進
を
披
露
。続
い
て
、

服
装
や
姿
勢
、
規
律
動
作
な
ど
の
通
常
点

検
を
受
け
た
後
、
消
防
車
91
台
を
使
っ
て

沖
水
川
に
向
け
一
斉
放
水
を
始
め
る
と
、

色
鮮
や
か
な
水
の
ア
ー
チ
に
、
訪
れ
た
市

民
の
間
か
ら
は
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

式
の
最
後
に
は
、
日
ご
ろ
の
活
動
に
感
謝

し
て
、
永
年
勤
続
団
員
や
優
良
分
団
に
市

長
表
彰
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

家
庭
で
眠
る
本
を
有
効
利
用

 

図
書
館
ま
つ
り
図
書
ふ
れ
あ
い
広
場

　

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
不
用
本
を
無
料

で
提
供
し
、
読
書
に
親
し
む
き
っ
か
け
に

し
て
も
ら
お
う
と
、
1
月
13
日
、
図
書
ふ

れ
あ
い
広
場
が
開
か
れ
ま
し
た
。
7
年
ぶ

り
に
図
書
館
で
の
開
催
と
な
っ
た
今
年
は
、

例
年
の
2
倍
に
当
た
る
約
1
、0
0
0
人

が
来
場
。
年
末
か
ら
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
た
ち
が
汚
れ
落
と
し
な
ど
を
し
て

準
備
し
た
児
童
書
、文
学
書
、
実
用
書
、

コ
ミ
ッ
ク
な
ど
約
4
、1
0
0
冊
が
並
ぶ

会
場
は
、
開
場
と
と
も
に
目
当
て
の
本
を

探
す
来
場
者
で
ご
っ
た
が
え
し
、
人
気
の

児
童
書
な
ど
は
開
場
後
1
時
間
ほ
ど
で
大

半
の
本
が
な
く
な
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

伝
統
行
事
を
通
じ
て
異
世
代
間
交
流

 

モ
グ
ラ
ウ
ッ（
モ
グ
ラ
打
ち
）

　

庭
先
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
が
束
ね
た
わ

ら
を
地
面
に
打
ち
つ
け
、
農
作
物
に
害
を

も
た
ら
す
モ
グ
ラ
を
退
治
し
て
豊
作
を
願

う
「
モ
グ
ラ
ウ
ッ
」
が
1
月
13
日
、
山
田

町
竹
脇
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
地
区

子
ど
も
会
が
行
っ
て
い
る
伝
統
行
事
で
、

今
年
は
小
学
生
約
50
人
が
参
加
。
子
ど
も

た
ち
は
2
班
に
分
か
れ
て
地
区
内
の
家
々

を
訪
ね
、
大
き
な
声
で
は
や
し
歌
を
歌
い

な
が
ら
庭
先
を
た
た
い
て
回
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
を
迎
え
た
村
岡
ま
り
こ
さ
ん

は
「
毎
年
楽
し
み
。
こ
の
時
期
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
」
と
モ
グ
ラ
退
治
の
お
礼

と
し
て
菓
子
や
祝
儀
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

雨
の
中
で
も
ラ
ン
ラ
ン
Ｒ
Ｕ
Ｎ

 

高
崎
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

　

1
月
20
日
、
高
崎
総
合
公
園
で
2
0
0

8
高
崎
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
朝
か
ら
冷
た
い
雨

が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
親

子
の
部
か
ら
ス
ー
パ
ー
ハ
ー
ド
の
部
ま
で

の
14
種
目
に
5
0
4
人
が
参
加
。
隣
接
す

る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
利
用
し
て
設
定
さ

れ
た
0
・5
㌔
か
ら
3
㌔
の
起
伏
に
富
ん
だ

コ
ー
ス
に
果
敢
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。
ま

た
、
今
回
は
高
崎
総
合
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
記
念
と
し
て
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
運
行
や
ス

ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
も
併
せ
て
行
わ
れ
、
多
く
の
家
族
連

れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
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Scenery of a person市
内
の
会
社
を
定
年
退
職
後
、
何
か

人
の
役
に
立
ち
た
い
と
始
め
た
交

通
安
全
協
力
隊
の
広
報
活
動
。平
成
11
年

に
県
交
通
安
全
協
会
か
ら
交
通
安
全
協

力
隊
員
の
委
嘱
を
受
け
、
現
役
の
隊
員

と
し
て
、
ま
た
都
城
地
区
の
隊
員
の
ま

と
め
役
と
し
て
広
報
活
動
を
続
け
て
い

る
竹
田
重
治
さ
ん（
松
元
町・76
歳
）
は
、

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

都
城
地
区
で
活
動
す
る
隊
員
は
竹
田

さ
ん
を
含
め
8
人
。「
都
城
は
県
内
で
も

交
通
事
故
の
多
い
地
域
で
す
。
交
差
点

で
は
赤
信
号
で
も
止
ま
ら
な
い
と
、
市

外
か
ら
来
た
人
が
驚
く
有
り
さ
ま
。
地

域
全
体
で
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
取
り
組

み
を
し
て
い
か
な
い
と
問
題
は
解
決
し

な
い
」
と
マ
ナ
ー
の
欠
如
を
危
ぐ
す
る

竹
田
さ
ん
。「
携
帯
電
話
で
通
話
し
な
が

ら
の
運
転
も
増
え
て
い
る
。
ま
た
酒
を

飲
ん
だ
ら
絶
対
に
ハ
ン
ド
ル
は
握
ら
な

い
で
ほ
し
い
」
と
安
全
運
転
を
願
う
竹

田
さ
ん
は
、
毎
週
2
回
、
ほ
か
の
隊
員

と
と
も
に
自
家
用
車
を
使
っ
て
20
㌔
の

道
の
り
を
巡
回
。
交
通
安
全
週
間
も
合

わ
せ
る
と
、
年
間
1
5
0
日
以
上
も
広

報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

長
年
に
わ
た
る
交
通
安
全
運
動
や
自
身

の
無
事
故
無
違
反
が
認
め
ら
れ
、
昨
年
、

県
警
察
本
部
か
ら
交
通
安
全
功
労
者
と

し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
7
月
か
ら
は
え
び
の
市
や
串
間

市
を
含
む
県
西
南
部
方
面
隊
長
も
務
め

て
い
る
竹
田
さ
ん
。「
隊
員
と
し
て
活
動

す
る
か
ら
に
は
誰
よ
り
も
自
分
自
身
が

安
全
運
転
を
心
掛
け
て
い
る
。
効
果
の

上
が
る
広
報
を
工
夫
し
な
が
ら
、
元
気

な
間
は
広
報
活
動
を
頑
張
り
た
い
」
と

こ
れ
か
ら
も
交
通
事
故
防
止
に
向
け
意

気
軒
高
な
竹
田
さ
ん
で
す
。

宮崎県交通安全協力隊西南部方面隊長を務める

竹田重治さん
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◎みやこのじょうさんか　　　　　　　　　　　　　Letters To Miyakonojo

学校へ行こう
Profi le プロフィル

I'm proud of my school

「
に
こ
に
こ
・
は
き
は
き
・

 

ど
ん
ど
ん
」

 

6
年　

森 

満ま

璃り

奈な 

さ
ん

　

私
は
都
城
に
帰
る
時
は
真
っ
先

に
霧
島
を
見
た
い
の
で
、
宮
崎
空

港
か
ら
直
行
バ
ス
を
使
い
、
い
つ

も
右
側
の
席
に
座
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
バ
ス
が
ト
ン
ネ
ル
を
過

ぎ
て
右
に
カ
ー
ブ
し
な
が
ら
都
城

盆
地
へ
下
っ
て
い
く
。
あ
あ
、
霧

島
が
見
え
て
く
る
。
言
葉
で
は
言

い
表
せ
ぬ
ほ
ど
の
感
激
と
幸
福
感

に
浸
り
な
が
ら
盆
地
の
中
に
入
っ

て
い
く
時
、
い
つ
も
母
の
懐
に
抱

か
れ
て
行
く
よ
う
な
幸
福
感
に

浸
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
28（
1
9
5
3
）
年
、
20

歳
の
時
に
声
楽
家
を
志
し
て
上
京

し
て
以
来
、
都
城
は
私
の
人
格
形

成
の
大
き
な
後
ろ
盾
で
あ
り
、
私

の
芸
術
家
と
し
て
の
生
き
ざ
ま
の

流
れ
を
作
っ
て
く
れ
た
恩
人
で
も

あ
る
の
で
す
。そ
し
て
幼
年
時
代
、

少
年
時
代
を
通
し
て
霧
島
は
私
の

精
神
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
私
を

励
ま
し
見
守
っ
て
く
れ
る
存
在
で

も
あ
っ
た
の
で
、
東
京
に
出
て
か

ら
も
都
城
人
と
し
て
の
気
概
を
持

ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
私
の
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ

る
都
城
に
、
1
市
4
町
合
併
の
成

立
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
音
響
的

に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
オ
ペ
ラ
劇
場

に
引
け
を
取
ら
な
い
本
格
的
に
オ

ペ
ラ
を
上
演
で
き
る
素
晴
ら
し
い

劇
場
（
総
合
文
化
ホ
ー
ル
）
が
で

き
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市

は
人
口
10
万
に
満
た
な
い
小
都
市

で
も
オ
ペ
ラ
劇
場
を
持
っ
て
い
ま

す
。
地
球
は
音
の
惑
星
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
さ
ま
ざ
ま
な
音
に
満
ち
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
、
世

界
各
国
の
文
化
の
中
で
培
わ
れ
た

音
楽
が
日
本
全
体
を
席
巻
し
て
い

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
が
満
ち
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ペ
ラ
は
音
楽
、
美
術
、
演
劇
、

舞
踊
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た
総
合

芸
術
で
、
欧
米
で
は
そ
の
都
市
の

文
化
を
結
集
し
た
一
つ
の
大
事
業

な
の
で
す
。
都
城
シ
テ
ィ
オ
ペ
ラ

が
3
月
9
日
に
10
周
年
記
念
公
演

と
し
て
ビ
ゼ
ー
作
曲「
カ
ル
メ
ン
」

を
こ
の
新
し
い
劇
場
で
上
演
し
ま

す
。
カ
ル
メ
ン
の
音
楽
は
オ
ペ
ラ

の
中
だ
け
で
な
く
前
奏
曲
、
間
奏

曲
、
ア
リ
ア
な
ど
を
抜
粋
・
編
曲

し
た
組
曲
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
存
知
の
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
公
演
監
督
の
立
場

か
ら
も
、
こ
の
公
演
を
機
に
新
し

い
劇
場
が
文
化
活
動
の
拠
点
と
し

て
都
城
の
文
化
の
向
上
と
発
展
に

寄
与
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
、

ご
援
助
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
上
長
飯
小
学
校
は
、

全
校
児
童
6
9
8
人
の
元
気
の
よ

い
学
校
で
す
。

　

今
、
私
た
ち
が
が
ん
ば
っ
て

い
る
こ
と
は
、「
に
こ
に
こ
・
は

き
は
き
・
ど
ん
ど
ん
」
の
実
践
で

す
。「
に
こ
に
こ
」
と
い
う
の
は
、

ど
ん
な
時
で
も
笑
顔
で
い
よ
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
上
長
飯

小
学
校
の
み
ん
な
は
、
い
つ
も
に

こ
に
こ
し
て
い
ま
す
。「
は
き
は

き
」
と
い
う
の
は
、
は
き
は
き
と

気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
上
長
飯
小

学
校
で
は
毎
朝
、
あ
い
さ
つ
運
動

を
行
っ
て
お
り
、
毎
日
元
気
の
よ

い
あ
い
さ
つ
が
学
校
中
に
ひ
び
き

わ
た
っ
て
い
ま
す
。「
ど
ん
ど
ん
」

と
い
う
の
は
、み
ん
な
の
た
め
に
、

ど
ん
ど
ん
と
い
ろ
ん
な
こ
と
に
取

り
組
も
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
私

た
ち
6
年
生
も
総
合
的
な
学
習

の
時
間
で『
宇
宙
船
地
球
号
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
と
い
う
活
動
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
世
界
中
で
苦
し
ん

で
い
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ユ

ニ
セ
フ
と
協
力
し
、「
世
界
中
の

子
ど
も
た
ち
が
、
平
和
で
安
全
に

暮
ら
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い

を
込
め
て
、
貧
し
い
国
に
学
校
を

建
て
る
資
金
を
集
め
る
活
動
な
ど

を
行
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の

呼
び
か
け
で
、

全
校
の
み
ん
な

も
活
動
に
参
加

し
、
そ
の
活
動

の
輪
は
今
も
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、私
た
ち
の
先
ぱ
い
に
は
、

世
界
の
平
和
の
た
め
に
活
動
し
、

イ
ラ
ク
で
尊
い
命
を
う
ば
わ
れ
た

井
ノ
上
正
盛
一
等
書
記
官
が
お
ら

れ
ま
す
。
井
ノ
上
さ
ん
の
遺
志
を

受
け
継
ぎ
、
世
界
の
人
々
が
平
和

に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
願
い
、

こ
れ
か
ら
も
「
に
こ
に
こ
・
は
き

は
き
・
ど
ん
ど
ん
」
を
合
言
葉
に
、

上
長
飯
小
学
校
の
み
ん
な
で
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭和７年生まれ。横市町出身。東京藝術大学音楽
学部声楽科卒業。安宅賞受賞。大学卒業以来、二
期会に所属し、コンサート、オペラ、オラトリオでテノー
ル歌手として活躍。ドイツのシュツットガルト、ミュンヘン
に留学。洗足学園大学名誉教授。東京二期会会員。

岡崎　實俊第26回

上長飯小学校
◎上長飯町53-1 ☎22-0991

【
都
城
を
文
化
の
発
信
地
に
】

 

岡
崎　

實
俊 

さ
ん

（おかざき　さねとし）
Kaminagae Primary SchoolKaminagae Primary School

◎学校のシンボル
「カーミー」
　上長飯小学校のマス
コットとして、いろいろ
な活動の名前や掲示物と
して活躍しています。児
童や保護者から募集した
歌詞で作った「カーミー
の歌」もあり、みんなで
元気に歌っています。



2008.2　16

暮らしの情報
 

募　

集

Recruitm
ent

出
演
団
体
募
集

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

市
役
所
の
1
階
ロ
ビ
ー
で
開
催
し

て
い
る
「
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
の

出
演
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

●
開
催
日　

5
月
〜
平
成
21
年
2
月

の
火
・
水
・
木
曜
日

※
毎
月
1
〜
2
回
程
度
開
催

●
時
間　

12
時
20
分
か
ら
約
30
分
間

●
出
演
条
件

①
無
報
酬
で
あ
る
こ
と　

②
設
営
準
備
に
協
力
で
き
る
こ
と

●
主
催　

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

●
申
・
問　

経
営
戦
略
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
1
1
5

都
城
市
民
劇
団
団
員

　

幼
稚
園
や
施
設
な
ど
で
の
公
演
に

あ
た
り
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
作
品　

小
さ
な
魔
法
使
い
の
大
き

な
冒
険

●
配
役
な
ど

①
中
高
生
、
3
人（
魔
法
使
い
の
子

ど
も
）　

②
一
般
、
数
名（
魔
法
学
校
の
教
師
）

③
そ
の
他（
裏
方
）　

照
明
な
ど
に

興
味
の
あ
る
人

●
練
習
日
時　

毎
週
火
曜
日
（
調
整

可
能
）　

19
時
〜
21
時

●
場
所　

小
松
原
自
治
公
民
館

●
問　

都
城
市
民
劇
団
（
長
沼
）

　
　
　

☎
37-

1
6
8
9

宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
参
加
者

●
日
程　

5
月
18
日
㈰

※
ゴ
ル
フ
競
技
は
19
日
㈪

●
場
所　

都
城
市
、
小
林
市
、
三
股

町●
競
技
種
目　

卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
テ
ニ

ス
、
弓
道
、
剣
道
、
な
ぎ
な
た
、
太

極
拳
、
四
半
的
弓
道
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、

ゴ
ル
フ
、
囲
碁
、
将
棋

●
対
象　

60
歳
以
上
の
県
内
在
住
者

（
昭
和
24
年
4
月
1
日
以
前
生
ま
れ
）

●
応
募　

2
月
1
日
㈮
〜
29
日
㈮

●
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　

☎
23-

3
1
0
2

高
城
農
村
婦
人
の
家
管
理
人

●
内
容　

味
噌
加
工
な
ど
の
食
品
加

工
の
指
導
お
よ
び
管
理
業
務

●
定
員　

1
人

●
賃
金　

月
額
13
万
円
程
度

●
勤
務
時
間　

9
時
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　
　

週
37
・
5
時
間

●
勤
務
先　

高
城
農
村
婦
人
の
家
（
石
山
地
区
）

●
申
・
問　

2
月
29
日
㈮
ま
で
に

高
城
総
合
支
所
産
業
振
興
課
（
〒
885-

1
2
0
2　

高
城
町
穂
満
坊
3
0
6
）

に
履
歴
書
を
持
参
ま
た
は
郵
送

☎
58-

2
3
1
1

平
成
 20
年
度
母
子
保
健
推
進
員

　

4
カ
月
未
満
児
の
い
る
家
庭
へ
の

訪
問
や
母
子
保
健
事
業
の
案
内
を
行

う
母
子
保
健
推
進
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
人

●
委
嘱
期
間　

4
月
1
日
〜
平
成
22

年
3
月
31
日
ま
で
の
2
年
間

●
定
員　

本
庁
管
内
、
山
之
口
総
合

支
所
、
高
城
総
合
支
所
、
山
田
総
合

支
所
ご
と
に
若
干
名

●
申　

2
月
22
日
㈮
ま
で
に
履
歴
書

を
こ
ど
も
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
健

康
福
祉
課

●
問　

こ
ど
も
課

　
　
　

☎
23-

2
6
8
4

学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者

　

新
都
城
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
学

校
給
食
用
物
資（
一
般
物
資
・
肉
・

野
菜
）の
納
入
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
契
約
期
間　

4
月
1
日
㈫
〜
平
成

21
年
3
月
31
日
㈫

●
要
件

①
市
内
に
営
業
所
を
有
す
る
こ
と
。

た
だ
し
物
資
が
市
内
で
製
造
不

可
、
ま
た
は
、
調
達
困
難
な
も
の

に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
な
い

②
3
年
以
上
継
続
し
て
経
営
し
て
い

る
こ
と 

③
指
定
日
・
指
定
時
間
で
の
納
入
が

可
能
な
こ
と

●
申
・
問　

2
月
15
日
㈮
ま
で
に

　

都
城
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

☎
23-

2
6
1
7

 

催　

し

Event

都
城
志
布
志
道
路
開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

都
城
志
布
志
道
路
の
松
山
〜
有
明

北
区
間
の
開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時　

2
月
10
日
㈰　

雨
天
決
行

開
会
式　

9
時
30
分
〜

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会　

10
時
〜

●
場
所　

松
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
志
布
志
市
役
所
松
山
支
所
近
く
）

●
そ
の
他　

5
㌔
程
度
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
と
な
り
ま
す
の
で
、防
寒
の
上
、

飲
み
物
を
各
自
持
参
く
だ
さ
い

●
問　

都
市
計
画
課

　
　
　

☎
23-

2
7
6
2

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

生
き
る
力 

自
殺
対
策
講
演
会

●
日
時　

2
月
22
日
㈮　

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
40
分

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

都
城
保
健
所
長　

藤
本
茂

紘
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
都
城
北
諸
地

区
に
お
け
る
自
殺
の
実
態
」
ほ
か　

※
講
演
会
終
了
後
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
宮
崎

自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
が
個
別
の
相

談
に
応
じ
ま
す

●
申
・
問　

2
月
19
日
㈫
ま
で
に

　

都
城
保
健
所　

　

☎
23-
4
5
0
4
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第
３
回
施
設
見
学
会（
史
跡
巡
り
）

●
日
時　

3
月
13
日
㈭

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
16
時

●
集
合
時
間
・
場
所　

9
時
20
分

都
城
運
動
公
園
体
育
館（
妻
ケ
丘
町
）

●
行
程　
【
都
城
】正
応
寺
跡
↓
島

津
家
墓
地
↓
都
城
跡（
歴
史
資
料

館
）
↓
昼
食（
川
の
駅
公
園
）
↓
兼

喜
神
社
↓
都
城
島
津
邸
↓
【
山
之

口
】弥
五
郎
ど
ん
の
館
↓
【
高
城
】

牧
之
原
古
墳
群

●
対
象　

市
内
在
住
の
人

●
定
員　

38
人　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選

者
に
は
、
3
月
6
日
㈭
ま
で
に
電

話
で
連
絡
し
ま
す

●
費
用

1
0
0
円
（
一
日
傷
害
保
険
料
）

●
応
募
方
法　

2
月
29
日
㈮
ま
で
に

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き

で
秘
書
広
報
課
（
〒
885-

8
5
5
5
）

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
1
枚
の
は

が
き
で
2
人
ま
で
応
募
で
き
ま
す

（
代
表
者
に
は
◎
印
）

●
そ
の
他　

昼
食
、
飲
み
物
は
各
自

持
参
く
だ
さ
い

●
問　

秘
書
広
報
課　

　
　
　

☎
23-

3
1
7
4 

春
を
感
じ
る
花
飾
り
づ
く
り

●
日
程
・
場
所　

3
月
2
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　

関
之
尾
緑
の
村

●
内
容
・
時
間
・
費
用

①
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー

　

10
時
〜
11
時　

1
、5
0
0
円

②
コ
サ
ー
ジ
ュ

　

11
時
〜
12
時　

1
、0
0
0
円

※
作
品
は
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。
両

方
の
受
講
も
可
能
。
花
切
り
ば
さ

み
、
筆
記
用
具
を
持
参
く
だ
さ
い

●
定
員　

25
人　

※
先
着
順

●
申
・
問　

2
月
25
日
㈪
ま
で
に

　

関
之
尾
緑
の
村 

☎
37-

2
9
2
9

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時　

2
月
20
日
㈬　

　
　
　
　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
1
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

細
山
田
晃
さ
ん（
サ
ク
ソ

ホ
ン
）、
片
野
郁
子
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）

●
問　

経
営
戦
略
課

　
　
　

☎
23-

2
1
1
5

第
１
回
都
城
市
民
俗
芸
能
祭

　

都
城
の
四
季
を
彩
る
民
俗
芸
能
が

披
露
さ
れ
ま
す
。

●
日
時　

3
月
2
日
㈰　

13
時
〜

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
、熊
襲
踊
、

三さ
ん

番ば

叟そ
う

ほ
か

●
入
場
料　

無
料　

※
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
取
り

扱
い
は
、
生
活
文
化
課
、
各
総
合

支
所
、
都
城
市
文
化
振
興
財
団

●
問　

生
活
文
化
課

　
　
　

☎
23-

2
1
3
2

み
や
こ
ん
じ
ょ
福
祉
ま
つ
り
２
０
０
８

●
日
時　

3
月
2
日
㈰

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
総
合
福
祉
会
館

●
内
容　

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
出
店
コ
ー
ナ
ー
、
ス

テ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

●
問　

都
城
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　

☎
25-

2
1
2
3

都
城
市
民
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

●
日
時　

2
月
24
日
㈰　

　
　
　
　

13
時
30
分
開
演　

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

都
城
市
民
吹
奏
楽
団
の
演

奏
お
よ
び
中
学
生
に
よ
る
合
同
バ
ン

ド
演
奏
ほ
か

●
入
場
料　

5
0
0
円

●
問　

都
城
市
民
吹
奏
楽
団
事
務
局

　
　
　

☎
52-

6
4
7
2　

 
講
座・教
室

Course

・Class
モ
ン
ゴ
ル
語
講
座（
入
門・初
級
）

●
日
程　

3
月
5
日
㈬
〜
6
月
25
日

㈬　

毎
週
水
曜
日

●
場
所　

中
央
公
民
館　

視
聴
覚
室

●
講
師　

ツ
ェ
ン
デ
ス
レ
ン
さ
ん

　
　
　
　
（
都
城
市
国
際
交
流
員
）

【
入
門
編
】

●
時
間　

19
時
〜
20
時

●
対
象　

初
め
て
モ
ン
ゴ
ル
語
を
学

習
す
る
人
で
、
モ
ン
ゴ
ル
語
や
モ
ン

ゴ
ル
の
文
化
に
関
心
が
あ
る
人

●
内
容　

モ
ン
ゴ
ル
語
を
学
習
し
な

が
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
文
化
へ
の
理
解
を

深
め
ま
す

【
初
級
】

●
時
間　

20
時
〜
21
時

●
対
象　

以
前
開
講
し
た
モ
ン
ゴ
ル

語
講
座
を
受
講
し
た
人
、
ま
た
は
基

礎
的
な
モ
ン
ゴ
ル
語
を
理
解
で
き
る

人●
内
容　

モ
ン
ゴ
ル
語
で
簡
単
な
日

常
会
話
が
で
き
る
よ
う
勉
強
し
ま
す

●
定
員　

各
20
人　

※
申
込
順

●
受
講
料　

一
般　

3
、5
0
0
円

Ｍ
Ⅰ
Ａ
会
員　

3
、0
0
0
円

●
申
・
問　

生
活
文
化
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
2
9
5

都
城
市
勤
労
者
会
館

指
定
管
理
者
自
主
事
業（
無
料
）

　

指
定
管
理
者
の
文
化
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
主
催
し
ま
す
。
参
加
は
無

料
で
す
が
、事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

●
内
容
・
日
程

◎
心
の
風
邪
予
防
講
座　

　

2
月
29
日
㈮

◎
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
向

　

上
講
座　

3
月
28
日
㈮

●
場
所　

都
城
市
勤
労
者
会
館

●
時
間　

18
時
30
分
〜
21
時

●
定
員　

各
30
人

●
申
・
問　

都
城
市
勤
労
者
会
館

　
　
　
　
　

☎
23-

1
1
5
1
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講
座・教
室

Course

・Class
健
康
教
室

か
く
し
ゃ
く
１
０
０
歳（
無
料
）

　

65
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
、
運
動

や
生
き
が
い
づ
く
り
の
教
室
で
す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

●
内
容
・
日
程
・
場
所

◎
い
き
い
き
運
動
教
室

　

〜
お
茶
の
間
筋
ト
レ
〜

2
月
21
日
㈭　

志
和
池
地
区
公
民
館

◎
脳
元
気
講
座

　

〜
認
知
症
を
防
ご
う
〜

2
月
26
日
㈫　

祝
吉
地
区
公
民
館

◎
調
理
実
習
講
座
（
男
性
も
歓
迎
）

　

〜
元
気
の
出
る
食
事
を
し
よ
う
〜

2
月
27
日
㈬　

山
之
口
地
区
公
民
館

◎
音
楽
講
座

　

〜
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
楽
し
も
う
〜

3
月
6
日
㈭　

中
郷
地
区
公
民
館

●
時
間　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
調
理
実
習
は
12
時
30
分
終
了

●
申
・
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　
　
　

☎
23-

3
1
8
4

よ
か・
余
暇
・
楽
習

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

【
キ
ッ
ズ
の
ラ
テ
ン
ダ
ン
ス
教
室
】

●
日
時　

毎
週
土
曜
日　

　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

●
場
所　

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

●
対
象　

小
・
中
学
生

●
費
用　

1
回
5
0
0
円
〜
7
5
0

円（
冷
暖
房
費
・
教
材
費
別
）

【
ハ
ー
ブ
教
室
】

●
日
時　

第
2
・
4
水
曜
日

　
　
　
　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

山
之
口
地
区
公
民
館

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
費
用　

1
回
5
0
0
円
〜
7
5
0

円（
冷
暖
房
費
・
教
材
費
別
）

●
申
・
問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城　

　
　
　
　
　

☎
23-

4
0
8
0

虹
色
ク
レ
ヨ
ン
講
座（
無
料
）

●
日
時　

2
月
21
日
㈭

午
前
の
部　

11
時
〜
12
時

午
後
の
部　

15
時
〜
16
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　
「
人
形
劇
団
の
の
は
な
」

に
よ
る
人
形
劇
「
ち
い
ち
い
に
ん
に

ん
」

●
定
員　

親
子
各
40
組　

※
先
着
順

●
申
・
問　

生
涯
学
習
課　

　
　
　
　
　

☎
23-

9
5
4
5

 

相　

談

Counseling

行
政
相
談

●
日
時
・
場
所

2
月
16
日
㈯　

9
時
〜
12
時

岩
﨑
不
動
産
事
務
所（
高
崎
町
）

2
月
19
日
㈫　

10
時
〜
12
時　

山
之
口
地
区
公
民
館

2
月
21
日
㈭　

13
時
〜
16
時　

都
城
大
丸
7
階

●
問　

秘
書
広
報
課

　
　
　

☎
23-

3
1
7
4

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談

　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女
性
弁
護

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

2
月
19
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

2
月
26
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事

前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相

談
は
随
時
受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
2
階
）

●
相
談
専
用
電
話

　

☎
23-

7
1
5
7

ウ
エ
ル
ネ
ス・ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

総
合
相
談
室（
無
料
）

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
常
設
相
談
】

●
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
　
　
　

9
時
〜
16
時

●
内
容　

心
配
事
（
面
談
・
電
話
）

【
法
律
相
談
】

●
日
程
・
場
所

2
／
14
㈭

山
之
口
ふ
れ
あ
い
の
館

2
／
21
㈭

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
／
28
㈭

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
時
間　

14
時
〜
17
時

●
内
容
・
定
員　

予
約
面
談
、
6
人

【
司
法
書
士
相
談
】

●
日
程
・
場
所

毎
週
水
曜
日

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
／
27
㈬

高
城
老
人
福
祉
館

2
／
27
㈬

高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

●
時
間　

14
時
〜
17
時

●
内
容
・
定
員　

予
約
面
談
、
6
人

【
出
張
相
談
】

●
日
程
・
場
所

2
／
14
㈭

五
十
市
地
区
公
民
館

2
／
28
㈭

西
岳
地
区
公
民
館

 

●
時
間　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
問　

ウ
エ
ル
ネ
ス・ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
25-

8
3
4
9

産
業
財
産
権
相
談
事
業

特
許
相
談（
無
料
）

●
日
時　

2
月
19
日
㈫　

　
　
　
　

10
時
〜
15
時　

●
場
所　

都
城
商
工
会
館

●
内
容　

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、

商
標
な
ど

●
問　

工
業
振
興
課　

　
　
　

☎
23-

2
7
5
3

調
停
委
員
相
談
会（
無
料
）

●
日
時　

2
月
24
日
㈰　

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

総
合
福
祉
会
館

●
内
容　

多
重
債
務
、
家
庭
不
和
、

相
続
問
題
、
悩
み
事
な
ど

●
問　

都
城
地
区
調
停
協
会

　
　
　

☎
23-

4
1
3
1
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国
の
教
育
ロ
ー
ン
１
日
相
談
会

　

大
学
進
学
な
ど
教
育
に
要
す
る
費

用
は
、
家
計
上
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
経
済
的
負
担

の
軽
減
と
教
育
の
機
会
均
等
を
図
る

た
め
、国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」
1
日
相
談
会
を
次

の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
26
日
㈫

　
　
　
　

10
時
〜
16
時

●
場
所　

市
役
所
6
階
第
１
会
議
室

【
制
度
の
概
要
】

●
融
資
額　

学
生
1
人
に
つ
き

　
　
　
　
　

2
0
0
万
円
以
内

●
返
済
期
間　

10
年
以
内

　
（
据
置
期
間　

在
学
期
間
以
内
）

●
利
率　

年
2
・
5
％

　
（
平
成
19
年
10
月
11
日
現
在
）

●
問　

国
民
生
活
金
融
公
庫
宮
崎
支

店　

☎
0
9
8
5-

23-

3
2
7
4

 

お
知
ら
せ

Inform
ation

中
国
残
留
邦
人
へ
の

新
た
な
支
援
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

中
国
残
留
邦
人（
昭
和
23
年
12
月

31
日
以
前
に
生
ま
れ
、
昭
和
36
年
4

月
以
降
に
永
住
帰
国
し
た
人
）
の
老

後
の
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
新

た
な
支
援
制
度
が
平
成
20
年
4
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
新
制
度
の
内
容
な

ど
詳
し
い
こ
と
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問　

保
護
課　

☎
23-

2
7
6
4

家
族
介
護
者
交
流
事
業

　

在
宅
の
65
歳
以
上
の
人
を
介
護
し

て
い
る
人
を
対
象
に
、
家
族
介
護
者

の
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
程
・
場
所
・
対
象
地
区

2
／
27
㈬

青
井
岳
荘
小
松
原
・
祝

吉
・
沖
水

2
／
28
㈭

青
井
岳
荘
西
岳
・
山
田
・

高
崎

2
／
29
㈮

ラ
ス
パ

た
か
ざ
き

姫
城
・
妻
ケ

丘
・
中
郷

3
／
7
㈮

ラ
ス
パ

た
か
ざ
き

五
十
市
・
横

市
・
庄
内

3
／
10
㈪

ラ
ス
パ

た
か
ざ
き

志
和
池
・
高

城
・
山
之
口

●
時
間　

10
時
〜
15
時

●
定
員　

各
20
人

●
内
容　

介
護
相
談
、
健
康
相
談
、

疲
労
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

●
そ
の
他　

バ
ス
に
よ
る
送
迎
あ
り

●
申
・
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　
　
　

☎
23-

3
1
8
4

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

都
城
市
地
域
防
災
計
画（
案
）

　

平
成
18
年
1
月
1
日
の
市
町
合
併

後
に
お
け
る
新
市
で
の
地
域
防
災
計

画（
案
）
を
、
災
害
対
策
基
本
法
第

42
条
の
規
定
に
基
づ
き
都
城
市
防
災

会
議
で
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画（
案
）
は
、
本
市
、
宮

崎
県
お
よ
び
防
災
関
係
機
関
が
、
そ

の
有
す
る
全
機
能
を
有
効
に
発
揮

し
、
市
域
に
お
け
る
災
害
に
か
か
わ

る
災
害
予
防
や
災
害
応
急
対
策
お
よ

び
災
害
復
旧
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
域
の
保
全
な
ら
び
に
市
民
の

生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
災
害
か

ら
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。こ
の
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。

●
公
表
の
場
所　

総
務
課
、
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
東
館
2
階
）、

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
総
合
支

所　

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

●
意
見
の
募
集
期
間　

2
月
8
日
㈮
〜
3
月
10
日
㈪

●
意
見
の
提
出
書
類　

公
表
の
場
所

に
設
置
し
て
あ
る
「
意
見
・
情
報
提

出
書
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

●
提
出
方
法　

封
書
に
「
都
城
市
地

域
防
災
計
画
案
意
見
」
と
書
き
、
住

所
、
氏
名
ま
た
は
団
体
名
を
明
記
の

上
、
総
務
課
（
〒
885-

8
5
5
5
）
へ

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け
付

け
ま
す
。
ま
た
、
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各

総
合
支
所
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
住
所
、
氏
名
な
ど
の
記
載

が
な
い
意
見
に
対
し
て
は
、
市
の
考

え
方
を
公
表
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す●
問　

総
務
課　

☎
23-

2
1
2
9

　

Fax 

26-

0
7
5
9

　

Ｅ
メ
ー
ル　

kikikanri@
city.

　

m
iyakonojo.m

iyazaki.jp

児
童
手
当
の
振
り
込
み

　

児
童
手
当
2
月
期
分（
10
月
〜
1

月
分
）
を
2
月
8
日
㈮
に
振
り
込
み

ま
す
。
対
象
者
は
小
学
校
修
了
前
ま

で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
で
認

定
請
求
書
を
提
出
し
受
理
さ
れ
た
人

で
す
。

●
手
当
月
額

①
3
歳
未
満　

1
万
円　

②
3
歳
以
上　

　

第
1
・
2
子
〜
5
、0
0
0
円　
　

   

　

第
3
子
以
降
〜
1
万
円

●
問　

こ
ど
も
課

　
　
　

☎
23-

2
6
8
4

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

処
理
券
の
変
更

　

処
理
券
の
権
利
表
示
が
重
量（
㌔
）

表
示
か
ら
金
額（
円
）表
示
の
券
に

変
更
さ
れ
ま
す
。

●
対
象　

平
成
19
年
3
月
ま
で
に
農

業
用
の
マ
ル
チ
や
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル

な
ど
の
購
入
時
に
、
処
理
費
を
前
払

い
し
た
人　
　
　
　
　

●
内
容　

2
月
ま
で
重
量
券
の
処
理

権
利
が
残
っ
て
い
る
す
べ
て
の
人
に

新
し
い
処
理
券
を
送
付
し
ま
す
。
3

月
か
ら
は
重
量
で
表
示
さ
れ
て
い
る

券
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
な
お
、

お
手
持
ち
の
金
額
表
示
の
券
は
そ
の

ま
ま
使
用
で
き
ま
す

●
問　

農
政
課　

　
　
　

☎
23-

2
7
6
8

　
　
　

各
総
合
支
所
産
業
振
興
課
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お
知
ら
せ

Inform
ation

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

リ
サ
イ
ク
ル
収
集

●
内
容　

ポ
リ
マ
ル
チ
、
肥
料
袋
、

農
薬
袋
、
ベ
ー
ラ
ー
ラ
ッ
プ
、
暖
房

用
ダ
ク
ト
、
Ｐ
Ｏ
系
フ
ィ
ル
ム
、
谷

シ
ー
ト
、
ポ
リ
ポ
ッ
ト
、
か
ん
水

チ
ュ
ー
ブ

※
止
水
シ
ー
ト
、
農
薬
ビ
ン
、
育
苗

セ
ル
、
ハ
ウ
ス
バ
ン
ド
な
ど
は
収

集
し
ま
せ
ん

●
日
時　

3
月
12
日
㈬
、
26
日
㈬

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

都
城
北
諸
地
区
清
掃
公
社

都
北
営
業
所（
Ｊ
Ａ
家
畜
市
場
付
近
）

●
費
用　

処
理
券
が
あ
る
人
は
権
利

量
分
は
無
料
、
処
理
券
が
な
い
人
は

1
㌔
当
た
り
22
円
5
銭（
現
金
徴
収
）

●
そ
の
他　

印
鑑
持
参
の
上
、
乾
燥

さ
せ
た
も
の
を
10
㌔
程
度
に
束
ね
、

同
種
の
資
材
で
縛
っ
て
搬
入
し
て
く

だ
さ
い

●
問　

農
政
課　

　
　
　

☎
23-

2
7
6
8

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

都
城
市
災
害（
風
水
害
）廃
棄
物

処
理
計
画（
案
）

　

本
計
画
は
、｢

都
城
市
地
域
防
災

計
画（
案
）｣

の
ご
み
処
理
対
策
を
補

完
す
る
災
害
廃
棄
物
処
理
の
基
本
計

画
を
定
め
る
も
の
で
す
。
な
お
、
本

市
は
、
台
風
や
大
雨
な
ど
に
よ
る
被

害
の
多
い
地
域
で
あ
り
、
災
害
時
の

特
徴
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
風
水
害
に

特
化
し
た
基
本
的
事
項
を
定
め
る
も

の
で
す
。
こ
の
計
画
の
策
定
に
当
た

り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
ま
す
。

●
公
表
の
場
所　

環
境
施
設
課
、
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
東
館
2

階
）、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各

総
合
支
所　

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

●
意
見
の
募
集
期
間

　

2
月
8
日
㈮
〜
３
月
10
日
㈪

●
意
見
の
提
出
方
法　

公
表
の
場
所

に
設
置
し
て
あ
る
「
意
見
・
情
報
提

出
書
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な

お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

●
提
出
先　

封
書
で
「
都
城
市
災
害

（
風
水
害
）廃
棄
物
処
理
計
画（
案
）」

と
書
き
、
住
所
、
氏
名
ま
た
は
団

体
名
を
明
記
の
上
、
環
境
施
設
課

（
〒
885-

8
5
5
5
）
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
く
だ
さ
い
。フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー

ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
各
総
合
支
所
で
も
提
出
で
き

ま
す
。
な
お
、
住
所
、
氏
名
な
ど
の

記
載
が
な
い
意
見
に
は
、
市
の
考
え

方
を
公
表
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

●
問　

環
境
施
設
課

　

☎
23-

3
3
1
9

　

Fax 

23-

2
1
7
2

　

Ｅ
メ
ー
ル　

kankyo-sisetu@

　

city.m
iyakonojo.m

iyazaki.jp

３
月
末
日
ま
で
に

車
の
廃
車
届・変
更
届

　

軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現
在

の
軽
自
動
車
の
所
有
者
ま
た
は
使
用

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
年
度
途
中
の

廃
車
な
ど
に
よ
る
割
り
戻
し
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
処
分
し
た
車
両
を

廃
車
の
手
続
き
を
せ
ず
に
い
る
と
い

つ
ま
で
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

車
の
売
買
や
譲
渡
、
処
分
な
ど
を

行
っ
た
と
き
に
は
、
早
め
に
登
録
内

容
の
変
更
、
廃
車
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
登
録
・
抹
消
の
受
付
窓
口

◎
普
通
自
動
車
お
よ
び
２
５
０
㏄
を

超
え
る
バ
イ
ク

　

宮
崎
運
輸
支
局

　

☎
0
5
0-

5
5
4
0-

2
0
8
8

◎
軽
四
輪
自
動
車
お
よ
び
1
2
5
㏄

超
〜
2
5
0
㏄
以
下
の
バ
イ
ク

　

宮
崎
軽
自
動
車
協
会

　

☎
0
9
8
5-

51-

3
0
7
0

◎
小
型
特
殊
・
農
耕
用
車
両
お
よ
び

1
2
5
㏄
以
下
の
バ
イ
ク

　

市
民
税
課

　

☎
23-
2
1
2
3

　

各
総
合
支
所
財
務
課　

各
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー

県
税
差
押
物
件（
不
動
産
）の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

都
城
県
税
事
務
所
が
差
し
押
さ
え

た
物
件（
不
動
産
）を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
公
売
し
ま
す
。

●
物
件　

夏
尾
町
6
4
6
4
番
94
ほ

か
、
畑･

原
野（
土
地
9
、0
8
4
㎡
、

建
物
1
、9
1
2
・
1
1
㎡
）

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://koubai/auctions.yahoo.co.jp/

宮
崎
県
物
件
詳
細
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

●
公
売
参
加
申
込
期
間　

 

2
月
14
日
㈭　

13
時
〜

　

2
月
28
日
㈭　

17
時

●
入
札
期
間

　

3
月
4
日
㈫　

13
時
〜

　

3
月
10
日
㈪　

13
時

●
問　

都
城
県
税
事
務
所

　
　
　

☎
23-

4
5
1
6

粗
大
ご
み
の
搬
入
規
制

　

清
掃
工
場
定
期
点
検
整
備
の
た

め
、
次
の
期
間
は
、
個
人
、
業
者
に

か
か
わ
ら
ず
粗
大
ご
み
や
せ
ん
定
く

ず
、
草
木
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

再
利
用
可
能
な
木
製
家
具
は
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
搬
入
で
き
ま
す
。

●
搬
入
規
制
期
間

　

1
月
28
日
㈪
〜
2
月
26
日
㈫

※
こ
の
期
間
以
外
で
も
機
械
の
故
障

な
ど
で
搬
入
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
搬
入
の
際
は
必
ず
清
掃

工
場
へ
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

●
問　

清
掃
工
場

　
　
　

☎
23-

0
2
7
7



21　Miyakonojo City Public Relations 2008.2

Information 申は申し込み先、問は問い合わせ先の略です。

宮
崎
県
最
低
賃
金（
 19
年
改
正
）

●
内
容業　

　

種

時
間
額

発
効
日

宮
崎
県

最
低
賃
金
※

6
1
9
円

10
／
27

産業別最低賃金
肉
製
品
、
乳

製
品
製
造
業
6
4
7
円

12
／
29

電
気
機
械
器

具
等
製
造
業
6
7
7
円

12
／
29

各
種
商
品

小
売
業

6
6
0
円

12
／
26

自
動
車（
新

車
）小
売
業

6
8
9
円

12
／
15

※
宮
崎
県
最
低
賃
金
は
、
業
種
に
関

係
な
く
、ま
た
、パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す

●
問　

宮
崎
労
働
局
賃
金
室

　
　
　

☎
0
9
8
5-

38-

8
8
3
6

お
済
み
で
す
か
？

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族

で
、
平
成
17
年
4
月
1
日
現
在
、
公

務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け

る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
先
順
位
の
遺
族
一
人

に
対
し
、
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還

の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
請

求
期
限
は
3
月
31
日
㈪
ま
で
で
す
。

●
請
求
窓
口
・
問　

障
害
福
祉
課　

　

☎
23-

2
9
8
0

公
社
有
地
の
公
売

●
公
売
予
定
地
（
公
簿
上
地
積
）

早
鈴
町
3
0
0
5
番
1
･
宅
地

（
8
7
4
・
5
9
㎡
）

●
入
札
日　

2
月
26
日
㈫　

10
時
〜

※
受
付　

9
時
30
分
〜
10
時

●
入
札
場
所　

市
役
所
八
幡
町
別
館

（
旧
法
務
局
）　

3
階
会
議
室

●
入
札
に
必
要
な
も
の　

入
札
保
証

金
、
印
鑑
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状

●
申
・
問　

2
月
22
日
㈮
ま
で
に

　

都
城
市
土
地
開
発
公
社

　

☎
23-

0
5
7
2

リ
サ
イ
ク
ル
品
抽
選
販
売

●
抽
選
日　

3
月
2
日
㈰　

14
時
〜

●
応
募
期
間

　

2
月
1
日
㈮
〜
3
月
2
日
㈰

※
毎
週
火
曜
日
お
よ
び
第
3
日
曜
日

は
休
館

●
品
目　

家
具
類
、
自
転
車
ほ
か

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
18
歳
以

上
の
人
で
、
抽
選
日
に
さ
い
せ
い
館

へ
来
る
こ
と
が
で
き
る
人（
代
理
可
）

●
応
募
方
法　

さ
い
せ
い
館
に
備
え

付
け
の
応
募
用
紙
を
応
募
箱
へ

※
最
終
日
は
12
時
ま
で
受
け
付
け

●
問

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ「
さ
い
せ
い
館
」

☎
36-

3
9
0
0

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立

認
証
申
請
に
関
す
る
縦
覧

　

申
請
書
に
添
付
さ
れ
た
定
款
・
役

員
名
簿
・
設
立
趣
旨
書
・
事
業
計
画

書
・
収
支
予
算
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

●
団
体
名　

ど
ん
ぐ
り
1
0
0
0
年

の
森
を
つ
く
る
会

●
場
所　

生
活
文
化
課

●
縦
覧
期
間　

2
月
17
日
㈰
ま
で

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
縦
覧
時
間　

8
時
30
分
〜
17
時

●
問　

生
活
文
化
課

　
　
　

☎
23-

7
1
4
6

社
会
保
険
職
員
な
ど
を
装
っ
た

不
審
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

昨
年
か
ら
、
宮
崎
社
会
保
険
事
務

局
や
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
を
装

い
、
電
話
に
よ
る
現
金
自
動
預
払
機

（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
を
利
用
し
た「
振
り
込
め

詐
欺
」
や「
還
付
金
詐
欺
」
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
社
会
保
険
事
務
局
や
社

会
保
険
事
務
所
の
職
員
が
、
電
話
で

還
付
金
な
ど
が
あ
る
と
言
っ
て
現
金

自
動
預
払
機
に
行
か
せ
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
は
、
慌
て
な
い
で
家
族
な

ど
の
周
り
の
人
や
市
役
所
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
問　

生
活
文
化
課

　
　
　

☎
23-

7
1
8
3

　
　
　

都
城
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　

☎
23-

2
5
7
1

休日急病診療機関

●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は 17：00まで
月日 医療機関名 電話番号

2/17
（日）

瀬ノ口医院（内・消） 25-5155
松山医院（内・呼・リュ） 24-1046
たけしたこども医院（小） 51-0005
福田クリニック（外・循・内） 46-1122
酒井皮膚科（皮） 25-5322
中山産婦人科（産・婦） 23-8815
山田歯科医院（上長飯町）25-3648

2/24
（日）

藤元上町（内） 23-4000
児玉小児科（小） 25-5570
竹田内科（内） 38-1036
よしかわクリニック（麻・整・内） 23-9384
土井外科（外・胃・内） 22-1825
やの耳鼻科（耳鼻） 27-5222
山田歯科医院（梅北町） 39-1648

※診療機関は変更することがあります。
詳しくは、テレホンサービス（医師会は
☎ 23-5555、歯科医師会は☎ 25-4100）
で確認してください
◎ひむか救急ネットもご利用ください
http://www.qq.pref.miyazaki.jp
●休日当番薬局
2/17 ㈰ 姫城、みまたファミリー、きたはら
2/24 ㈰ ひむか都城上町店、フクシマ、

わかば、ケーアイ都城店
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●問い合わせ　生活文化課・国際交流推進担当　☎ 23-2295

広報カレンダー
Event
Calendar

　●問い合わせ　図書館　☎ 22-0239

読み聞かせの部屋

図書館だより

休 館 日 2月18・25日
3月3・6・10日

開館時間 9：30～18：50

2/16
～3/15

2月

16日㈯
18:00～

ラウンジコンサート　ＣＬＯＶＥＲ ～唄・友・愛・心～
［交流プラザ］
問交流プラザ　☎ 26-7770

22日㈮
13:30～

「生きる力　自殺対策講演会」　［交流プラザ］
問健康長寿課　☎ 23-2765

23日㈯
11:30開場

プロ野球オープン戦　
広島東洋カープ VS 福岡ソフトバンクホークス　
［都城運動公園野球場］
問都城観光協会　☎ 23-2460

23日㈯
13:45～

国際化講演会「みやこんじょから世界を見よう」　
［交流プラザ］
問生活文化課　☎ 23-2295

24日㈰
10:00～

高崎いちご祭り　
［ラスパたかざき温泉交流センター駐車場］
問高崎総合支所産業振興課　☎ 62-1111

24日㈰
13:00～

市民吹奏楽団定期演奏会　［総合文化ホール］
問市民吹奏楽団事務局　☎ 52-6472

27日㈬
13:00～

生涯学習講演会「私の生きがい  夢  希望」　
［交流プラザ］
問きらりネット都城　☎ 23-4080

3月

1日㈯～
2日㈰

生涯学習フェスティバル　［交流プラザ］
問生涯学習課　☎ 23-9545

9日㈰
13:00～

都城シティオペラ10周年記念公演
オペラ「カルメン」　［総合文化ホール］
問都城シティオペラ事務局　☎ 090-8834-6980(小林)

☆クリスマスとお正月の休み☆
　去年のクリスマスに休みをとって１年半ぶりにオーストラ
リアの実家に帰ってきました。長い間帰っていなかったけ
ど、地元のシドニー市はそんな大きな変化もなく、相変わ
らずとてもきれいでした！　家族、親せき、友達とも久々に
再会し、日本に来る前に戻ったような楽しいひとときを過ご
してきました。今、オーストラリアは夏だから、気候もすご
くよかったです。実家に帰っている間に、祖母が90歳になっ
たお祝いを一緒にして、とても感動しました。祖母はとても
元気で、100 歳まで余裕で長生きできる気がしました☆
　クリスマスが終わってからお正月のために日本に帰って
きました。高校生の時、留学した際に住んでいた鳥取県
に2年半ぶりに帰り、日本のホストファミリーと一緒に過ご
しました。鳥取には雪がかなり降っていてめっちゃ寒かっ
たけど、日本のお母さんが作ってくれた鳥取産の 「かにす
き」を食べたら、すぐに温まりました。雪だらけの鳥取砂
丘も最高にきれいでした。鳥取県もすごくいいところだ！

本とお話の会
●日時・内容　
　3月8日（土）　14：30～　まほうのたま
おはなしのへや “そらまめ”
●日時　2月28日（木）　11：00～11：30
●内容　絵本の読み聞かせ
●対象　未就学児の親子
都城おかしむじ会　愉快な四人語り
　４人の語り部による方言を使った昔話語りです。
●日時　3月1日（土）　14：30 ～ 15：00
●対象　児童から大人まで、20 人程度
●演目　霧島天狗の椎、アマガエルになったむすこ
　　　　かしたなしの溝

日　程 巡　回　場　所 巡回時間
2/21 ㈭
3/13 ㈭

県営北原団地
丸野小学校

10：50～11：20
13：00～13：50

3/5 ㈬
西岳地区公民館
吉之元小学校
西岳小学校

11：10～11：40
13：00～13：45
14：20～15：30

2/19 ㈫
3/12 ㈬

庄内地区公民館
夏尾小学校
菓子野小学校

10：45～11：15
13：00～13：30
14：30～16：00

3/1 ㈯
祝吉地区公民館
沖水小学校
ミートショップながやま志比田店

10：50～11：30
13：00～14：00
14：30～15：10

2/26 ㈫ 川東小学校
志和池小学校

13：00～14：00
14：30～16：00

3/4 ㈫ 御池小学校
庄内小学校

13：00～13：30
14：30～16：00

2/20 ㈬ 中郷地区公民館
安久小学校

11：00～11：30
13：00～14：00

2/23 ㈯
3/15 ㈯

久保原西自治公民館
鷹尾5丁目自治公民館
市営都原団地

13：00～13：40
14：00～14：30
14：50～15：30

2/27 ㈬ 梅北小学校
今町小学校

13：00～14：00
14：30～16：00

2/28 ㈭ 木之川内小学校 14：00～16：00

3/14 ㈮
小松原地区公民館
乙房小学校
横市地区公民館

10：40～11：10
13：00～13：50
14：30～15：15

2/16 ㈯
3/8 ㈯

市営一万城北団地
山之口地区公民館
高城総合支所

10：50～11：20
13：00～13：40
14：00～14：40

3/11 ㈫
志和池地区公民館
縄瀬小学校
市営都北団地

10：50～11：20
13：00～13：45
14：30～15：15

※2月16日～3月15日の日程※ [　　]内は場所、問は問い合わせ先

移動図書館

くれよん号巡回予定

国際交流員
のひとりごと

ティモシーさん
（オーストラリア） Vol.7
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編 集 後 記

　
※2月16日～3月15日の日程

合併してはや2年が過ぎました。市内各地で
取材していると、いろいろな場面で新市として
の一体感を感じるようになりました。ただ、合
併前は当たり前だったことが合併後はそうでな
い場合もあり、何かと戸惑うこともあるようで
す。今後も行政情報を正しく理解していただ
けるような紙面づくりを心掛け、より一層新市
の一体感を深める広報紙にしていきたいと思
います。（青）

問①表紙でアイススケートを楽しんでいる
のは○○○小学校の児童

問②内臓周りに脂肪がたまる「内臓脂肪型
肥満」に加え、高血糖、高血圧、脂質
異常という危険因子を 2つ以上持って
いる状態は○○○○○○シンドローム

問③後期高齢者医療制度の対象となるのは
何歳以上？

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、
氏名、電話番号と、わたしの一言、2月号
を読んでの感想を書いて、〒885-8555　
市役所秘書広報課まで。正解者の中から
抽選で１人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受付、
当選者への商品の発送以外には利用いたしません

◎プレゼント

馬刺し
（200 ㌘）

◎商品取り扱い事業者
ＪＡアトム　☎ 24-2200

◎応募締切　２月29日㈮　当日消印有効
◎発　　表　本紙４月号
◎12月号当選者　小平田珠美さん（若葉町）
二日酔いも飲酒運転になるとは…。これか
らの時期飲む機会が多くなるので、十分気
をつけたいと思います。

～お答えします～
広報都城１月号の長峯市長の新年のあいさつの
中にある都城市の都市目標像「市民の願いがか
なう　南九州のリーディングシティ」について
の補足説明
　今後の行政運営には、「市民との協働」は必要
不可欠であると考えています。総合計画の都市目
標像には、行政と市民が共に協力し、自分たちの
理想のまちをつくり上げていく、市民が望むまち
を実現する、そのような「市民の願いがかなう」
まちでありたいという思いを込めています。
　また、本市の持つ高い潜在能力を生かし、市民
と協働で魅力あるまちづくりを行い、自治体間の
競争に勝利するだけでなく、南九州の自治体の手
本となり、またすべての分野で牽引（リード）す
るまちになるという決意を表現したものです。

広報都城 1月号に誤りがありましたので、訂正
します
＊6ページ「市の財政状況」企業会計決算水道
事業（収益的）歳入、歳出、差額の金額に誤りが
ありました。正しくは歳入 25 億 9,546 万円、歳
出 23 億 9,329 万円、差額 2億 217 万円です。
＊15ページ「幼稚園に行こう」の山之口幼稚園、
山之口学校教育課、高城学校教育課の電話番号
に誤りがありました。正しくは山之口幼稚園
57-2205、山之口学校教育課 57-3111、高城学校
教育課 58-2311です。
訂正して、おわびいたします

施設案内　　広報クイズ第26回

 12月号クイズ結果　応募総数 86通
 ◎正　解　　①ハンドル　②火災
 　　　　　　③揚げ馬

市の提供番組案内
■テレビ
•BTVケーブルテレビ（5ch）

　毎日5回・10分間放送
　① 6：50 ～　② 11：50 ～
　③ 17：50 ～　④ 21：20 ～
　⑤ 23：50 ～
　＜今後の放送予定＞
　2月21日～29日
　　「福祉まつり」
　3月1日～10日
　　「みやこんじょ桜だより①」
　3月11日～20日
　　「みやこんじょ桜だより②」

■ラジオ
•MRTラジオ（AM放送  936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）
　15：30 ～ 15：45
市民参加型のラジオ番組を放送しています
出演については、経営戦略課（☎23‐2115）

•シティエフエム都城（FM放送  76.4MHz）
　「インフォメーションM」
　毎週：月～金曜日
　10：00 ～ 10：05
　16：25 ～ 16：30（再）
市からのお知らせ、イベント情報などを
放送します
※毎週火曜日放送の「ＢＯＮ☆（ボンスタ）」
（12：00 ～13：00）でも、市政情報や
市民活動の紹介などを放送しています

都城市現住人口
平成20年1月1日現在 （前月比）
世　帯　数　　69,629世帯 （　　　　　6）
人口総数　169,384　人 （　　　-94）
　　　男　　79,350　人 （　　　-34）
　　　女　　90,034　人 （　　　-60）
※ 国勢調査に基づく推計人口です

今月の表紙
手作りリンクでス～イスイ
　１月17日、吉之元小学校（和田光

みつ

生
お

校長、19人）の子どもたちが、手作り
リンクでアイススケートを楽しみました。
同小ＰＴＡ（今里良英会長、17世帯）
が昭和62年から続けている恒例行事
も、温暖化の影響もあって年々開催で
きる回数が減っています。今季初開催
となったこの日、保護者 10人が夜を
徹して作ったリンクには厚さ約３㍉の

氷が張り、
子どもたち
は感触を確
かめながら
初滑りを楽
しみました。

■美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）

休館日　毎週月曜日
・韓国美術のリアリズム　～3月16日（日）
一般 800 円　高校・大学生400 円
中学生以下無料
2月16日（土）・3月8日（土）　14：00 ～
学芸員によるギャラリートーク

■都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
休館日　毎週月曜日

■高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
休館日　毎週月曜日

■人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
　　　　※公演がある場合は別料金
休館日　毎週月曜日

■たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　金・土曜日の19：00～22：00
　　　　　土・日曜日の9：30～17：00
※開館時間以外の入館はご連絡ください

入館料　中学生以上300 円　小学生 100 円
・土星を楽しむ会
　（金・土曜日　19：00 ～ 22：00）

■山之口弥五郎どんの館（山之口町）
 ☎57-3713
開館時間　9：00～17：00

入館料　無料
休館日　毎週月曜日

■旧後藤家商家交流資料館（高城町）
 ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00

入館料　大人 200 円　小中学生 100 円
休館日　毎週月曜日
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旧後藤家商家交流資料館（高城町）
明治の豪商ぶりを伝えるたたずまい

　薩摩と日向を結ぶ東目街道（薩摩街道）沿いに
たたずむ商家を利用し、資料館として平成13年
にオープンした「旧後藤家商家交流資料館」。
　もともとは高城の豪商・後藤家の分家が明治
33（1900）年に建てた木造２階建ての商家で、
重層的な軒構えや漆喰を厚く塗った塗屋造りと
いわれる外観、ケヤキやサクラなどの銘木をふ
んだんに使った建物内部のつくりからは、明治
期の豪商ぶりをうかがい知ることができます。
　館内には、帳簿や手形など商家時代の資料の
ほか、修復された明治期のピアノや豪商ならで
はといえる豪華な生活用具を常設展示。季節に
よっては、後藤家に伝わるひな飾りや五月人形
などの企画展示も行われています。また、さま
ざまなジャンルのコンサートやなんこ大会、落
語会などの会場としても利用されており、地域
づくりの拠点的役割も果たしています。

vol.14

施設案内
●開館時間　10：00～16：00
●休 館 日　毎週月曜日
            　　　※祝日の場合は翌日
●料　　金　大人 200 円
            　　　小中学生 100 円
●問い合わせ　旧後藤家商家交流資料館
            　　　TEL 58-6900
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※月曜休館（祝日の場合は翌日休館）
●入館料：　一般　　　　800円（600円）　
　　　　　一般ペア　 　 1,300円　
　　　　　高校・大学生　400円（200円）　
　　　　　小・中学生　　無料
　　　　　※（　）内は前売り券
●問い合わせ：都城市立美術館　TEL25-1447

2月1日金 － 3月16日日

あ
な
た
は
ま
だ
、
韓
国
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い
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●高城小学校
●高城体育館●GS

高城高校●

高城中学校●

高城総合支所●

吉見病院●

タイヨー●
47
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旧後藤家商家
交流資料館

ぬりやしっくい

ひがしめ


